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主な 記事
学
長
室
か
ら「
北
海
学
園
大
学
同
窓
会
奨
学
生
認
定
証
授
与
式
学
長
謝
辞
」
２
面

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
評
価
委
員
と
し
て
 人
文
学
部
･岩
崎
ま
さ
み
教
授
３
面

市
民
公
開
講
座

４
面

２
部
特
集

５
面

生
命
工
学
科
特
集

６
面

文
化
遺
産
を
た
ず
ね
て
 ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
余
市
蒸
溜
所

７
面

部
局
紹
介
 教
務
セ
ン
タ
ー

８
面

新
学
部
長
･研
究
科
長
に
聞
く
！

９
面

第
１
回
･第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
／
就
職
情
報
速
報

10
面

深夜叢書社

「
北
海
道
新
聞
」日
曜
文
芸
欄
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
を
抄
録

し
た
も
の
。短
歌
が
引
用
さ
れ
た
本
を
一
冊
紹
介
す
る「
ブ

ッ
ク
ガ
イ
ド
」で
、戦
後
と
戦
前
を
往
還
し
な
が
ら
、「
今
」を

考
え
る
旅
へ
と
い
ざ
な
う
。

定
価
（
本
体
 一
、
四
〇
〇
円
＋
税
）

田
中
綾（
人
文
学
部
教
授
）著

書
棚
か
ら
歌
を

ミネルヴァ書房    

日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
元
の「
思
想
」を
、「
歴
史
」と

い
う
文
脈
の
な
か
で
考
察
し
、発
言（
示
衆
・
執
筆
）に
可
能

な
限
り
言
及
。多
く
の
哲
学
者
が
興
味
を
抱
い
た
仏
法
者

が
、時
代
と
格
闘
し
な
が
ら
歩
ん
だ
生
涯
の
全
容
に
迫
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

有斐閣

事
例
研
究
、計
量
分
析
、フ
ォ
ー
マ
ル
･モ
デ
リ
ン
グ
、実
験

と
い
う
よ
う
に
、多
様
化
す
る
政
治
学
の
方
法
の
意
義
や
特

徴
を
、平
易
な
言
葉
に
よ
る
解
説
を
用
い
、体
系
的
に
関
係

づ
け
て
明
ら
か
に
す
る
。

定
価
（
本
体
 一
、
九
〇
〇
円
＋
税
）

加
藤
 淳
子
／

境
家
 史
郎
／

山
本
 健
太
郎（
法
学
部
准
教
授
）編

政
治
学
の
方
法

共立出版

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、金
利
ス
ワ
ッ
プ
と
割
引

係
数
の
導
出
法
な
ど
、こ
れ
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論
を
Ｒ
言

語
に
よ
る
分
析
例
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
例
を
通
し
て
、実
践

的
に
習
得
で
き
る
よ
う
に
解
説
す
る
。

定
価
（
本
体
 三
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

大
﨑
 秀
一
／
吉
川
 大
介（
経
営
学
部
講
師
）著

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

｜
証
券
投
資
理
論
の
実
践
に
向
け
て
｜

日本経済評論社

「
１
・
２
年
生
で
教
え
ら
れ
た
経
済
学
の
基
礎
知
識
は
、そ
の

後
さ
っ
ぱ
り
使
わ
な
い
け
ど
、結
局
不
必
要
な
も
の
だ
っ
た

の
？
」と
感
じ
て
い
る
３
・
４
年
生
が
読
む
本
。既
習
事
項
の

有
用
性
と
、成
長
す
る
自
分
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。

定
価
（
本
体
 三
、
四
〇
〇
円
＋
税
）

越
後
 修（
経
済
学
部
准
教
授
）著

企
業
は
な
ぜ
海
外
へ
出
て
ゆ
く
の
か

〜
多
国
籍
企
業
論
へ
の
階
梯

ミネルヴァ
日本評伝選

法学書院

書
か
れ
た
も
の
を
読
み
、理
解
し
評
価
す
る
、議
論
し
説
得

す
る
な
ど
と
い
っ
た
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
必
要
と
さ
れ
る

「
論
理
的
な
思
考
」を
、「
な
ら
ば
」と
い
う
言
葉
を
中
心
に
ま

と
め
た
も
の
。

定
価
（
本
体
 一
、
五
〇
〇
円
＋
税
）

船
岡
 誠（
人
文
学
部
教
授
）著

論
理
的
思
考
の
技
法
Ⅰ（
第
２
版
）

「
な
ら
ば
」を
め
ぐ
っ
て

鈴
木
 美
佐
子（
法
学
部
教
授
）著

岩波書店

ア
テ
ネ
の
人
間
理
性
と
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
の
啓
示
。こ
の
二

つ
の
偉
大
な
都
市
の
は
ざ
ま
で
、〈
理
性
の
腐
食
〉や〈
神
な

き
人
間
の
悲
惨
〉を
経
験
し
た
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
思
想

的
格
闘
を
た
ど
る
。

定
価
（
本
体
 二
、
三
〇
〇
円
＋
税
）

佐
藤
 貴
史（
人
文
学
部
准
教
授
）著

ド
イ
ツ
･ユ
ダ
ヤ
思
想
の
光
芒

道
元
 ｜
道
は
無
窮
な
り
｜

７
月
１
日
、
教
育
振
興
会
は
奨

学
金
Ｂ（「
学
業
成
績
が
特
に
優
れ

て
い
る
学
生
へ
の
奨
学
金
」）の
授

与
式
を
挙
行
し
、
９
人
に
賞
状
を

授
与
し
ま
し
た
。
教
育
振
興
会
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
多
く
の
方
々

か
ら
の
ご
芳
志
に
よ
り
、
今
年
も

１
人
あ
た
り
30
万
円
を
給
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

団
の
躍
進
は
大
い
に
期
待
す
る

と
し
て
、
本
学
は
引
き
続
き
地
域

に
根
ざ
し
、
社
会
の
負
託
に
叶
う

人
材
の
養
成
に
邁
進
す
る
最
高

学
府
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

と
で
し

ょ
う
。
現

在
盛
ん

に
議
論

さ
れ
て

い
る
「
高

大
接
続
」

「
地
方
創

生
」
も
評
価
項
目
に
加
わ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

次
回
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
挟
ん

で
認
証
評
価
の
対
応
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
選
手

備
を
し
ま
し
た
が
、
適
合
認
定
の

結
果
が
届
く
ま
で
の
間
、
数
回
、

評
価
機
構
と
の
や
り
取
り
が
続

き
ま
し
た
。

評
価
報
告
に
つ
い
て
は
、
評
価

機
構
と
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
冊
子（『
北

海
学
園
大
学
の
現
状
と
課
題
』）

も
作
成
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

少
し
先
の
事
と
思
わ
れ
そ
う

で
す
が
、
次
回
平
成
33
（
２
０
２

１
）
年
度
の
受
審
申
請
は
前
年
の

平
成
32（
２
０
２
０
）年
で
す
。
受

審
年
を
含
め
５
年
間
の
エ
ビ
デ

ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
対
象
は
平
成
29
（
２
０

１
７
）
年
か
ら
と
な
り
ま
す
。
６

年
後
に
は
、
私
学
を
取
り
巻
く
諸

情
勢
は
一
層
深
刻
さ
を
増
す
こ

１
９
５
０（
昭
和
25
）年
に
、本

学
の
母
体
で
あ
る
北
海
短
期
大

学
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
短
大
設

置
の
２
年
後
に
、
北
海
道
で
初
め

て
の
４
年
制
私
立
大
学
と
し
て
、

し
か
も
経
済
学
部
を
置
く
本
道

初
の
大
学
と
し
て
本
学
が
誕
生

し
ま
し
た
。
以
来
、
本
学
は
学
部

と
大
学
院
を
拡
充
・
増
設
し
、
今

や
、
ゆ
う
に
８
０
０
０
人
を
超
え

る
学
生
が
学
ぶ
総
合
大
学
に
成

長
し
、「
永
劫
の
心
の
す
み
か
」

（
学
歌
）
と
す
る
卒
業
生
の
数
は

８
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

開
発
研
究
所
を
付
置
す
る
地

域
密
着
型
大
学
で
あ
る
本
学
は
、

５
年
後
の
２
０
２
０
（
平
成
32
）

年
に
、
創
基
70
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
未
来
を
展
望
す
べ

く
、『
北
海
学
園
大
学
七
十
年
史
』

の
編
纂
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
学

校
法
人
北
海
学
園
の
理
解
を
得

て
、
図
書
館
棟
４
階
に
設
け
た

「
北
海
学
園
大
学
七
十
年
史
編
纂

室
」
に
お
い
て
、
７
月
28
日
に
第

１
回
編
纂
委
員
会
を
開
催
し
、
委

員
長
に
は
郡
司
淳
人
文
学
部
教

授
を
選
任
し
ま
し
た
。
他
の
編
纂

委
員
は
、
古
林
英
一
経
済
学
部
教

授
、
高
木
裕
之
経
営
学
部
教
授
、

亀
井
伸
照
法
学
部
教
授
、
高
橋
義

裕
工
学
部
教
授
で
あ
り
、
こ
れ
に

木
村
勝
照
事
務
部
長
が
委
員
会

付
事
務
職
員
と
し
て
加
わ
り
ま

す
。

昨
年
度
、
本
学
は
、
公
益
財
団

法
人
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構

（
以
下
、
評
価
機
構
）の
機
関
別
認

証
評
価
を
受
審
し
、
評
価
機
構
が

定
め
る
全
て
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
と
し
て
認
定
証
の
交
付

を
受
け
ま
し
た
。

平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
認
証
評
価
は
、
全
て

の
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
が
文
部
科
学
大
臣
の
定
め

た
評
価
機
関
か
ら
原
則
と
し
て

７
年
ご
と
に
外
部
評
価
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
制

度
で
す
。
同
一
基
準
で
点
検
評
価

す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
の
「
質

保
証
」
を
担
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

大
学
設
置
基
準
が
「
大
学
を
設

置
す
る
に
あ
た
り
最
低
必
要
な
」

基
準
を
定
め
た
の
に
対
し
、
認
証

評
価
は
、
学
修
環
境
や
制
度
、
取

組
が
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

充
分
反
映
し
た
教
育
体
系
と
し

て
、
設
置
以
降
も
求
め
る
レ
ベ
ル

に
あ
る
か
を
自
己
点
検
す
る
役

割
を
担
い
ま
す
。

今
回
の
認
証
評
価
（
第
２
サ
イ

ク
ル
）
と
初
回
（
平
成
19
年
・
第

１
サ
イ
ク
ル
）
と
の
変
更
点
は
、

11
あ
っ
た
基
準
を
４
項
目
に
、34

の
基
準
項
目
を
22
に
、70
の
視
点

を
51
に
そ
れ
ぞ
れ
集
約
し
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

他
の
評
価
機
関
（「
大
学
評

価
・
学
位
授
与
機
構
」、「
大
学
基

準
協
会
」）
の
評
価
基
準
は
い
ず

れ
も
10
項
目
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
評
価
機
構
の
特
徴
的
基
準

設
定
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
認
証
で
は
、
新
た
に
使
命
目
的

に
基
づ
く
大
学
独
自
の
基
準
で

の
自
己
点
検
・
評
価
を
設
問
に

盛
り
、「
地
域
の
生
涯
学
習
機
会

の
拠
点
」「
社
会
貢
献
機
能
（
地

域
・
産
学
官
連
携
・
国
際
交
流
）

等
」、
大
学
自
ら
の
選
択
に
よ
る

自
己
点
検
・
評
価
を
十
分
反
映

で
き
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
『
報
告
書
』
の
作

成
に
は
、
書
き
手
の
技
量
が
求
め

ら
れ
、
こ
こ
に
評
価
機
構
独
自
の

取
組
が
垣
間
見
え
ま
す
。

受
審
に
際
し
て
は
全
学
は
も

と
よ
り
学
校
法
人
北
海
学
園
の

全
面
的
支
援
に
よ
り
周
到
な
準

賞
状
の
文
面
は
以
下
の
通
り
。

「
学
生
の
本
分

を
守
り
勉
励

に
努
め
学
業

成
績
が
特
に

優
れ
て
い
る

こ
と
を
讃
え

て
、
奨
学
金
を

授
与
す
る
。
本

学
が
建
学
の
精
神
と
定
め
た
開

拓
者
精
神
の
担
い
手
と
な
る
べ

く
、
さ
ら
に
精
励
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
。」

経済学部／経 済 学 科

経済学部／経 済 学 科

経営学部／経 営 学 科

経営学部／経 営 学 科

法 学 部／法 律 学 科

法 学 部／法 律 学 科

人文学部／日本文化学科

人文学部／英米文化学科

工 学 部／電子情報工学科

学部／学科 氏名学年

4年

4年

4年

4年

4年

4年

4年

4年

4年

奨学金B給付学生

糸井　千暁 

工藤　大樹 

竹内　文果

若松　　愛

阿部　早苗

千葉　啓太

寺島　法子

長谷部　舞

土居　孝史

授与式には、給付学生、学長、各学部長、教育振興委員長、事務部長、大学院事務部長が出席

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
資
金
に
よ
る
奨
学
金
授
与

教
育
振
興
会

７
月
７
日
、
同
窓
会（
豊
平
会
）

は
優
秀
な
学
業
成
績
を
あ
げ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
学
生
19
人

を
第
１
種
奨
学
生
と
し
て
認
定

し
ま
し
た
。
森
本
正
夫
同
窓
会
長

（
学
校
法
人
北
海
学
園
理
事
長
）

は
、
奨
学
生
に
た
い
し
て
、
く
れ

ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
し
て
学
業

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
の
期
待
を

述
べ
て
、
一
人
ひ
と
り
に
認
定
証

を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の
文
面
は

以
下
の
通
り
。

「
あ
な
た
は
、
学
生
の
本
分
を

守
り
勉
励
に
努
め

学
業
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る

こ
と
を
讃
え
て
平
成
27
年
度
奨

学
生
に
認
定
し
ま
す
。
当
会
奨
学

制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
、
引
き
続

き
学
業
に
精
励
し
て
く
だ
さ

い
。」授

与
式
に
お
け
る
学
長
謝
辞

は
２
面
「
学
長
室
か
ら
」
に
掲
載

し
ま
す
。

学年

3年

2年

4年

3年

2年

2年

2年

3年

2年

4年

学年

3年

4年

4年

4年

4年

3年

3年

2年

4年

経済学部／経 済 学 科

経済学部／地域経済学科

経済学部／経 済 学 科

経済学部／地域経済学科

経営学部／経 営 学 科

経営学部／経営情報学科

経営学部／経 営 学 科

法 学 部／法 律 学 科

法 学 部／政 治 学 科

法 学 部／法 律 学 科

学部／学科 氏名

北海学園大学同窓会第１種奨学金給付学生

堀川　慶乃 

河野　尚弘 

只野　優平

藤井　裕亮

會澤　絢樺

仲田　直矢

鮫村　優希

伊藤　聖揮

毛利　　真

楠　未明子

法 学 部／政 治 学 科

人文学部／日本文化学科

人文学部／英米文化学科

人文学部／日本文化学科

人文学部／英米文化学科

工 学 部／社会環境工学科

工 学 部／建 築 学 科

工 学 部／電子情報工学科

工 学 部／生 命 工 学 科

学部／学科 氏名

庄司　　嵐 

澤口美七海 

澤田　宜己

岸　香菜子

鈴木　竜馬

長谷川裕耶

小林みずほ

丸山　周史

中野　尚也

授与式には、給付学生、同窓会長をはじめとする同窓会役員、学長、各学部長、教育振興委員長が出席した

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

同
窓
会
に
よ
る
奨
学
生
認
定
証
授
与

北
海
学
園
大
学
同
窓
会（
豊
平
会
）

大
学
機
関
別

認
証
評
価

適
合
認
定

大
学
機
関
別

認
証
評
価

適
合
認
定

平成26年度

認定証（写真右）と、『北海学園大学の
現状と課題 平成26年度北海学園大
学自己点検評価書･日本高等教育評価
機構評価報告書』

事
務
部
長

木�

村�
�

勝�
�

照�
�

創
基
70
年
記
念
事
業

『
北
海
学
園
大
学
七
十
年
史
』編
纂
委
員
会
発
足

郡司淳委員長（左から3人目）と委員会のメンバー

シリーズ
社会・経済を学ぶ
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『
間
隔
』

菱
川 

和
子

絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
6

加
え
て
、
今
年
度
か
ら
、
本
学
同

窓
会
の
奨
学
金
が
給
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

奨
学
金
給
付
の
「
４
本
の
矢
」
が

一
斉
に
放
た
れ
た
記
念
す
べ
き

年
と
な
り
ま
し
た
。

本
日
こ
こ
に
奨
学
金
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
学
生

た
ち
は
、
建
学
精
神
で
あ
る
開
拓

者
精
神
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
の
同
窓
会
の
ご

期
待
に
、
必
ず
や
応
え
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

今
日
の
贈
呈
式
を
機
に
、
私
ど

も
教
員
と
事
務
職
員
は
、
力
を
合

わ
せ
て
、
有
為
の
人
材
を
世
に
送

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
を

全
う
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。
教
育
振
興
に
寄
せ

る
豊
平
会
に
心
か
ら
感
謝
の
意

を
表
し
、
簡
単
措
辞
な
が
ら
、
奨

学
金
給
付
へ
の
お
礼
の
言
葉
を

結
び
ま
す
。
本
日
は
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
が
国
の
企
業
社
会
に
は
ユ

ニ
ー
ク
な
雇
用
慣
行
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の

の
一
つ
が
、
今
年
度
か
ら
の
「
就

職
活
動
時
期
の
後
ろ
倒
し
」
で
注

目
を
集
め
て
い
る
、
新
規
学
卒
者

定
期
一
括
採
用
（
＝
「
新
卒
採

用
」）と
い
う
採
用
慣
行
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
在

学
中
に
就
職
先
を
決
定
し
て
卒

業
直
後
に
入
社
す
る
と
い
う
流

れ
は
、
ご
く
ご
く
当
た
り
前
の
こ

と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
採
用
方
法
が
一

般
的
で
あ
る
先
進
国
は
日
本
以

外
に
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
本
人
に
と
っ
て
当
た

り
前
の
「
新
卒
採
用
」
は
、
明
治

時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
代
企
業
が
日
本
に
現
れ

始
め
た
頃
か
ら
採
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
採
用
方
法
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
あ
た

か
も
常
識
の
よ
う
に
な
る
の
も

仕
方
が
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
現
在
、
大
問
題

と
な
っ
て
い
る
「
就
職
活
動
の
学

業
へ
の
悪
影
響
」
に
つ
い
て
も
、

１
９
２
０
年
代
に
は
既
に
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
大
学
生
・
高
専
生
が

学
校
卒
業
期
に
な
る
と
学
業
を

捨
て
て
顧
み
ず
、
就
職
運
動
に
ば

か
り
奔
走
す
る
現
状
を
問
題
視

す
る
記
述
も
残
っ
て
い
ま
す
（
壽

木
孝
哉
【
１
９
２
９
】『
就
職
戦

術
』
先
進
社
）。

明
治
時
代
に
始
ま
り
、
大
正
時

代
に
は
そ
の
悪
影
響
が
学
生
の

本
分
で
あ
る
べ
き
学
業
に
多
大

に
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
「
新
卒
採
用
」
で
す
が
、

そ
の
後
も
、
世
界
標
準
の
通
年
・

即
戦
力
採
用
へ
と
取
っ
て
代
わ

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
１
９
２
８
年
の
「
六
社
協

定
」
に
よ
っ
て
学
校
卒
業
後
の
採

用
選
考
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
し

た
り
、
１
９
３
２
年
に
選
考
開
始

時
期
を
せ
め
て
最
終
学
年
の
１

月
15
日
以
降
に
し
よ
う
と
改
定

し
た
り
、
さ
ら
に
、
戦
中
戦
後
の

混
乱
期
を
乗
り
越
え
た
１
９
５

３
年
か
ら
は
「
就
職
協
定
」
に
よ

っ
て
採
用
選
考
を
最
終
学
年
の

10
月
中
旬
か
ら
１
ヶ
月
の
間
に

限
定
し
よ
う
と
し
た
り
と
、
何
と

か
就
職
活
動
が
学
業
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
工
夫
が
試
み
ら

れ
は
し
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に

「
抜
け
駆
け
」
す
る
企
業
が
続
出

し
、
そ
れ
ら
協
定
が
定
着
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
経
団
連
の

「
倫
理
憲
章
」
に
よ
っ
て
一
定

の
規
制
が
図
ら
れ
、
今
年
度
か
ら

は
、
政
府
の
強
い
要
請
で
採
用
選

考
開
始
を
最
終
学
年
の
８
月
と

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
推
し
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
や

は
り
歴
史
は
繰
り
返
し
ま
す
ね
。

「
学
業
へ
の
悪
影
響
」
も
「
抜
け
駆

け
」
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
き
っ

と
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
…
。

【
専
門
：
人
的
資
源
管
理
論
】

「
北
海
学
園
大
学
同
窓
会
奨
学

生
認
定
証
授
与
式
」（
１
面
）
で
の

学
長
謝
辞
を
掲
載
し
ま
す
。

本
学
同
窓
会
長
で
あ
る
森
本

正
夫
北
海
学
園
理
事
長
か
ら
、
学

生
一
人
ひ
と
り
に
奨
学
金
認
定

証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
振

興
に
た
い
す
る
深
い
ご
理
解
に

た
い
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

北
海
学
園
は
、
従
来
か
ら
第
１

種
学
園
奨
学
金
を
支
給
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
に
は
森
本
教
育

振
興
資
金
を
原
資
と
す
る
第
４

種
学
園
奨
学
金
が
給
付
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
度
か
ら
は
教
育
振
興
会
に
よ

る
奨
学
金
の
給
付
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
３
つ
の
奨
学
金
に

二
〇
世
紀
中
葉
の
名
著
《
The

Uses of Literacy》を
想
起
さ

せ
る
表
題
で
気
が
ひ
け
る

が
、
な
に
か
の
た
め
に
役

立
つ
と
い
う
発
想
に
ほ
と

ん
ど
関
心
が
な
い
私
が
こ

の
よ
う
な
表
題
を
つ
け
て

も
、
Ｒ
・
ホ
ガ
ー
ト
を
揶
揄
す
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
大
学
で
の
勉
強
を
、
社

会
人
も
し
く
は
会
社
人
に
な
っ

た
と
き
に
役
立
つ
と
か
人
生
の

役
に
立
つ
と
か
い
う
よ
う
に
位

置
づ
け
る
の
で
な
く
、
社
会
の
本

質
な
り
人
間
の
本
質
な
り
を
あ

る
て
い
ど
見
極
め
る
独
自
の
も

の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

近
年
よ
く
木
村
和
範
学
長
が
い

わ
れ
る
〈
自
立
と
自
律
〉
は
、
じ

つ
は
私
も
二
〇
〇
〇
年
の
小
著

で
叙
述
し
た
こ
と
が
あ
り
、
近
代

人
の
基
礎
を
な
す
べ
き
あ
り
か

た
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
な
に
か

に
役
立
つ
も
の
と
し
て
呈
示
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

さ
て
小
説
は
、
閑
つ
ぶ
し
や
気

晴
ら
し
と
し
て
軽
く
み
て
は
い

け
な
い
。
ひ
と
り
の
人
間
が
身

を
も
っ
て
見
聞
し
う
る
こ
と

は
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
が
、
小
説
に

よ
っ
て
読
者
は
未
知
の
世
界
を

追
体
験
し
う
る
。
大
西
巨
人
『
神

聖
喜
劇
』
で
は
「
上
級
者
責
任
阻

却
あ
る
い
は
上
級
者
無
責
任
と

い
う
思
想
の
端
的
・
惰
性
的
な

日
常
生
活
化
」
で
あ
る
軍
隊
に
お

い
て
、
仲
間
の
差
別
を
も
焦
点
と

し
つ
つ
、
東
堂
太
郎
の
知
的
精
神

的
世
界
観
が
開
陳
さ
れ
る
が
、
そ

れ
ら
は
け
っ
し
て
観
念
的
世
界

観
で
は
な
く
、〈
愚
劣
な
現
実
〉
を

俎
上
に
の
ぼ
し
、
こ
れ
を
批
判
す

る
論
拠
を
さ
が
し
も
と
め
る
な

か
で
構
築
さ
れ
る
世
界
観
で
あ

る
。
金
石
範
『
火
山
島
』
は
、
二

〇
世
紀
前
半
に
朝
鮮
が
置
か
れ

た
状
況
の
批
判
的
考
察
と
、
済
州

島
〈
四
・
三
事
件
〉
の
た
だ
な
か

で
の
李
芳
根
の
状
況
判
断
と
を

柱
と
す
る
小
説
で
、
原
稿
用
紙
一

万
一
〇
〇
〇
枚
、『
神
聖
喜
劇
』
の

倍
以
上
の
長
さ
と
い
わ
れ
る
。
い

ず
れ
の
小
説
に
も
重
厚
な
理
論

の
み
な
ら
ず
生
身
の
人
間
の
苦

悩
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

こ
れ
ら
の
長
篇
小
説
の
醍
醐
味

を
な
す
。
小
説
を
社
会
科
学
的
に

読
む
こ
と
を
私
は
恩
師
と
い
う

べ
き
故
・
中
村
福
治
教
授
か
ら

学
ん
だ
が
、こ
れ
は
、小
説
の
世
界

を
社
会
科
学
的
に
意
味
づ
け
る

こ
と
、
小
説
を
も
と
に
社
会
や
人

間
の
あ
り
か
た
を
掘
り
下
げ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
長
篇

小
説
が
適
し
て
い
る
よ
う
だ
。

【
学
長
 木
村
和
範
】

経
済
学
部
教
授水�

�

野�

邦�
�

彦�
�トピックス

40

小
説
の
効
用

「
新
卒
採
用
」
学
業
へ
の
悪
影
響

研
究
研
究
室室
のの

窓窓

経
営
学
部
准
教
授

大�
�

石�
�

雅�
�

也�
�

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
説
明
会

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
説
明
会

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
説
明
会

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
説
明
会

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
説
明
会

平
成
27
年
度

去
る
６
月
11
日
（
木
）、
12
日

（
金
）の
２
日
間
、
本
学
５
号
館
60

番
教
室
に
お
い
て
日
本
私
立
学

校
振
興
・
共
済
事
業
団
主
催
に

よ
る
平
成
27
年
度
私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
金
説
明
会
が
開
催

さ
れ
た
。
説
明
会
は
、
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
の
適
正
な

執
行
の
周
知
徹
底
を
図
る
た

め
毎
年
全
国
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
本
学
は
平
成
20
年
度

か
ら
札
幌
会
場
に
指
定
さ
れ
、

本
学
関
係
者
は
も
と
よ
り
、道

内
の
私
立
大
学
等
の
担
当
者

約
３
０
０
名
が
今
回
も
参
加

し
た
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

金
と
は
、私
立
学
校
振
興
助
成

法
に
よ
り
私
立
大
学
等
の
教

育
条
件
の
維
持
向
上
、学
生
に

係
る
就
学
上
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
、私
立
大
学
等
の
経
営

の
健
全
性
を
高
め
る
こ
と
等

を
目
的
に
、学
校
法
人
の
経
常

的
経
費
に
対
し
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
補
助
金
で
あ
り
、
平
成

27
年
度
予
算
に
お
い
て
は
総
額

で
３
１
５
３
億
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

説
明
会
は
、
１
日
目
に
入
門
者

向
け
、
２
日
目
に
補
助
金
事
務
責

任
者
向
け
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
分

け
て
開
催
さ
れ
た
。
入
門
者
向
け

で
は
、
補
助
金
制
度
の
概
要
と
補

助
金
計
算
の
仕
組
み
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
、
責
任
者
向
け
で

は
私
立
大
学
に
対
す
る
振
興
方

策
の
現
状
、
文
部
科
学
省
直
接
補

助
、
一
般
補
助
、
特
別
補
助
に
関

す
る
主
な
変
更
点
や
申
請
上
の

留
意
点
、
私
立
大
学
等
改
革

総
合
支
援
事
業
、
会
計
検
査

院
の
実
地
検
査
状
況
、
新
規

項
目
と
し
て
私
立
大
学
等
経

営
強
化
集
中
支
援
事
業
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ

た
。同

補
助
金
は
、
高
等
教
育
、

私
学
振
興
の
重
要
性
、
社
会

的
要
請
等
を
考
慮
し
、
よ
り

公
正
で
効
果
的
な
助
成
を
行

う
た
め
、
毎
年
補
助
項
目
の

一
部
変
更
や
配
分
基
準
等
が

変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成

27
年
度
は
、
学
業
不
振
に
陥

っ
て
い
る
学
生
に
対
す
る
大

学
と
し
て
の
対
応
状
況
に
応

じ
て
傾
斜
配
分
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
大
学
・
短

期
大
学
を
設
置
す
る
学
校
法
人

で
は
、
国
の
高
等
教
育
政
策
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
同
補
助
金

の
獲
得
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
、

設
置
校
の
教
育
・
研
究
機
能
等

の
発
展
充
実
を
図
る
こ
と
に
な

る
。

教育条件の維持向上のために

２
０
１
４
年
９
月
よ
り
、
私
は

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
タ
マ

サ
ー
ト
大
学
に
て
、
在
外
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
「
こ
の

時
期
」
に
、
タ
イ
に
て
研
究
活
動

が
で
き
た
こ
と
は
、
次
の
３
つ
の

点
で
非
常
に
意
味
の
あ
る
こ
と

で
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
タ
イ
国
内
の
政
治

的
な
観
点
か
ら
で
す
。
２
０
１
４

年
５
月
よ
り
、
タ
イ
で
は
軍
に
よ

る
暫
定
政
権
が
権
力
を
掌
握
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
民
政
へ
の
移

管
を
見
据
え
、
新
憲
法
の
策
定
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。ふ
た
つ
目
は
、A
S
E
A
N

域
内
の
経
済
的
な
動
き
で
す
。
同

地
域
で
は
、
２
０
１
５
年
末
に
、

A
S
E
A
N
経
済
共
同
体（
A
E

C
）
の
発
足
を
控
え
て
い
ま
す
。

日
本
と
も
経
済
的
な
つ
な
が
り

が
深
い
同
地
域
の
今
後
の
動
向

に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
３
つ
目
は
、
タ

イ
と
北
海
道
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
で
す
。

両
者
に
何
の
関
係
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
か
た
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
近
年
、
両
者
の
関

わ
り
は
急
速
に
強
ま

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
タ
イ

人
観
光
客
が
北
海
道

を
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
狸
小
路
や

す
す
き
の
で
も
、
多
く

の
タ
イ
人
観
光
客
を

見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
タ
イ
人

が
訪
れ
る
の
は
札
幌

周
辺
だ
け
に
と
ど
ま

り
ま
せ
ん
。
道
北
の
歌

登
（
う
た
の
ぼ
り
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

は
、
と
く
に
タ
イ
人
注
目
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長

や
、
日
本
の
金
融
政
策
に
よ
る
円

安
、
ま
た
、
タ
イ
人
を
含
む
東
ア

ジ
ア
の
人
々
へ
の
日
本
入
国
ビ

ザ
発
給
条
件
の
緩
和
な
ど
を
背

景
に
、
現
在
、
日
本
を
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
は
増
加
し
、
そ
の

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
」
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

と
く
に「
H
O
K
K
A
I
D
O
」は

外
国
人
観
光
客
憧
れ
の
観
光
地

で
、
タ
イ
人
に
と
っ
て
は
特
別
な

「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
イ
は
熱
帯
の
国
、
北
海
道
と

は
気
候
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま

す
。
北
海
道
人
に
と
っ
て
は
、
あ

ま
り
あ
り
が
た
く
な
い
雪
も
、
タ

イ
人
に
と
っ
て
は
、
北
海
道
を
象

徴
す
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。

ま
た
、
普
段
は
生
魚
を
食
す
る
こ

と
が
あ
ま
り
な
い
タ
イ
人
で
す

が
、
北
海
道
の
す
し
や
刺
身
（
と

く
に
サ
ー
モ
ン
が
人
気
！
）
は
、

い
ま
や
北
海
道
観
光
の
目
玉
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
甘
い
も
の
が
大

好
き
な
タ
イ
人
に
は
、
北
海
道
ス

イ
ー
ツ
も
大
人
気
で
す
。

飛
行
機
の
直
行
便
が
新
千
歳

空
港
と
バ
ン
コ
ク
と
の
間
を
毎

日
運
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
北
海

道
を
訪
れ
る
タ
イ
人
観
光
客
は
、

今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、

タ
イ
人
に
と
っ
て
北
海
道
（
日

本
）
へ
の
海
外
旅
行
は
、
い
ま
だ

「
高
嶺
の
花
」
で
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。
そ
ん
な
な
か
、
最
近
で

は
、
タ
イ
国
内
で「
H
O
K
K
A
I

D
O
ブ
ラ
ン
ド
」
が
浸
透
し
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
。
ラ
ー
メ
ン
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
居
酒
屋
（
つ
ぼ

八
も
！
）、
ス
イ
ー
ツ
、
豚
丼
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
北
海
道
の
お
店
を

見
か
け
ま
す
。
い
ま
こ
そ
、「
北
海

道
の
」
ア
ジ
ア
戦
略
が
必
要
な
と

き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近づきつつあるタイと北海道のキョリ

経
済
学
部
准
教
授

（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
客
員
研
究
員
）

宮�
�

島�
�

良�
�

明�
�

タイ
タマサート大学

在外研修在外研修在外研修在外研修在外研修
報 告

◆

◆

◆

学生と訪れたシーカー･アジア財団
（2014年9月11日撮影）

バンコクにある豚丼屋さん
（2015年2月24日撮影）

バンコクで開かれた北海道フェア
（2014年11月22日撮影）

７
月
24
日
、
工
学
部
３
号
館
セ

ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
、
学
内
関
係

教
職
員
、
学
生
が
参
加
し
て
、
生

命
工
学
科
の
実
験
・
実
習
に
供

さ
れ
た
実
験
生
物
に
対
す
る
感

謝
と
追
悼
の
意
を
表
す
る
会
が

行
わ
れ
た
。
生
命
工
学
科
・
山
ノ

井
髙
洋
教
授
の
開
会
の
挨
拶
の

あ
と
、
木
村
和
範
学
長
か
ら
感
謝

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
会
の
最

後
に
は
参
加
者
に
よ
る
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
、
実
験
生
物
の
冥
福
を

祈
る
と
共
に
、
研
究
・
教
育
の
発

展
が
動
植
物
の
犠
牲
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
改
め
て
研
究
・
教
育
に
従
事

す
る
こ
と
が
誓
わ
れ
た
。

実
験
生
物
に

実
験
生
物
に

感
謝
す
る
日

感
謝
す
る
日

実
験
生
物
に

実
験
生
物
に

感
謝
す
る
日

感
謝
す
る
日

実
験
生
物
に

感
謝
す
る
日

黙祷を捧げる関係者
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強
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
事
前
調
査
の
甲
斐
あ
っ

て
、当
日
は
、商
品
説
明
や
通
訳
業
務

を
難
な
く
こ
な
せ
た
だ
け
で
は
な

く
、
海
外
出
展
を
目
指
す
企
業
と
い

う
視
点
か
ら
も
、
商
談
会
の
一
連
の

流
れ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。商

談
会
通
訳
で
は
、
企
業
の
事
前

調
査
で
得
た
企
業
情
報
を
基
に
、
実

際
に
渡
航
先
の
商
談
会
で
通
訳
を
行

っ
た
。ま
ず
、海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行

う
に
は
、
日
本
企
業
が
求
め
て
い
る

も
の
と
、現
地
の
消
費
者
、業
者
が
求

め
て
い
る
も
の
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
に
い
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
商
談
会
で
の
企
業
ア
ピ
ー

ル
に
も
つ
な
が
る
。
私
は
、
麺
類
、
弁

当
、
豆
菓
子
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香

港
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
扱
っ
て

き
た
。
日
本
の
食
品
は
海
外
で
も
人

気
が
あ
り
、
好
ん
で
試
食
を
し
て
く

れ
る
消
費
者
が
多
く
、
日
本
人
と
し

て
誇
り
に
思
う
場
面
が
い
く
つ
も
あ

っ
た
。商
談
会
に
は
国
籍
を
問
わ
ず
、

世
界
各
国
か
ら
人
が
来
る
。
し
た
が

っ
て
、
英
語
が
通
じ
な
い
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
い
く
つ
も
あ
り
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
や
ア
ピ
ー
ル
で
内
容
を
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

が
、
味
は
万
国
共
通
で
言
葉
は
必
要

な
い
。実
際
に
商
談
で
は
、本
格
的
な

商
談
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、
専
門
用

語
を
駆
使
し
、
理
解
し
て
も
ら
え
た

時
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
機
会
も

多
く
あ
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、香
港
、サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
行
わ
れ
た
商
談
会
に
通

２
０
１
５
年
６
月

17
日
、
選
挙
権
を

18
歳
に
引
き
下
げ

る
改
正
公
職
選
挙

法
が
成
立
し
、
来
夏

の
参
院
選
か
ら
適
用
さ

れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
早
け
れ
ば
高
校
生
で
選
挙

権
を
持
つ
若
者
が
現
れ
る
た
め
、

主
権
者
教
育
の
見
直
し
が
課
題

と
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
増

加
す
る
有
権
者
の
中
に
は
、
高
校

３
年
生
の
み
な
ら
ず
、
大
学
１
・

２
年
生
が
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
の

意
味
で
、
我
々
大
学
も
ま
た
、
主

権
者
教
育
の
あ
り
方
を
真
剣
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
主
権
者
教
育
で

は
、
現
実
の
政
治
の
動
き
を
学
ぶ

と
い
う
よ
り
、
統
治
や
選
挙
、
地

方
自
治
に
関
す
る
仕
組
み
（
制

度
）
を
学
ぶ
こ
と
に
主
眼
が
置
か

れ
て
き
た
。
政
治
制
度
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
例
え

れ
ば
ル
ー
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
で
あ
る
。
ル
ー
ル
を
知
る
こ
と

は
、
有
権
者
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
と
っ
て
確
か
に
重
要
で
あ
る
。

次
の
選
挙
で
は
、
候
補
者
の
名
前

を
書
く
の
か
、
政
党
の
名
前
を
書

く
の
か
、
あ
る
い
は
票
が
多
い
者

か
ら
当
選
す
る
の
か
、
政
党
ご
と

に
議
席
が
比
例
配
分
さ
れ
る
の

か
と
い
っ
た
ル
ー
ル
の
違
い
に

よ
っ
て
、
望
ま
し
い
選
択
は
異
な

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
ル
ー
ル
だ
け
を
学
ん
で

も
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
は
分

か
ら
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
は
実
際
に

プ
レ
ー
し
た
り
、
そ
れ
を
観
た
り

す
る
こ
と
で
初
め
て
面
白
く
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

教
え
る
側
か
ら
見
れ
ば
、
ル
ー

ル
を
教
え
る
こ
と
に
主
眼
を
置

い
て
い
る
限
り
、
ほ
ぼ
必
然
的
に

政
治
的
中
立
性
を
守
る
こ
と
が

で
き
た
。
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ

こ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
は

不
十
分
で
あ
る
。
政
治
に
参
加
す

る
こ
と
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
解
説
者
さ
な
が

ら
、
プ
レ
ー
す
る
選
手（
候
補
者
）

や
チ
ー
ム
（
政
党
）
の
特
徴
に
踏

み
込
ん
で
教
え
る
必
要
が
あ
る
。

特
定
の
チ
ー
ム
や
選
手
を
贔
屓

せ
ず
に
、
面
白
く
的
確
に
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
伝
え

る
。
現
実
の
ス
ポ

ー
ツ
解
説
者
を
見

る
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
が
い
か
に
困

難
な
こ
と
か
。

本
質
的
に
中
立
的
な
「
ル
ー
ル

を
教
え
る
」
こ
と
か
ら
、「
プ
レ
ー

を
教
え
る
」
こ
と
へ
。
教
育
の
政

治
的
中
立
性
に
お
い
て
、
求
め
ら

れ
る
「
中
立
性
」
の
中
身
も
ま
た
、

よ
り
難
し
い
も
の
へ
と
変
容
を

迫
ら
れ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科

学
文
化
機
関
）
は
世
界
大
戦
の
反

省
を
も
と
に
、
相
互
の
文
化
理
解

を
基
盤
と
し
て
恒
久
的
世
界
平

和
を
実
現
す
る
事
を
目
的
に
、
１

９
４
６
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
２
年
に
は
「
世
界
遺
産
条

約
」
が
締
結
さ
れ
、
世
界
各
地
に

「
世
界
遺
産
」を
指
定
し
、
そ
の
保

護
・
保
全
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
建
造
物
や
文
化
的
景
観

な
ど
の
有
形
の
文
化
遺
産
の
み

な
ら
ず
、
祭
り
や
儀
礼
な
ど
の
無

形
文
化
遺
産
が
果
た
す

役
割
の
重
要
性
に
注
目

が
集
ま
り
、２
０
０
３
年

に
は「
無
形
文
化
保
護
条

約
」
が
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
無
形
文
化
保

護
条
約
の
締
結
国
は
１

６
３
カ
国
を
数
え
、世
界

的
に
無
形
文
化
保
護
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

日
本
に
お
い
て「
無
形

文
化
遺
産
」へ
の
関
心
が

急
激
に
高
ま
っ
た
の
は
、

２
０
１
３
年
に
「
和
食
」

が
登
録
さ
れ
た
頃
で
す
。

し
か
し
報
道
な
ど
で
は

「
世
界
遺
産
」
と
の
混
同

が
み
ら
れ
、残
念
な
こ
と

に
未
だ
に「
無
形
文
化
遺

産
」に
対
す
る
理
解
が
不

十
分
と
言
え
ま
す
。「
世

界
遺
産
」
と
「
無
形
文
化

遺
産
」は
条
約
の
理
念
に

根
本
的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

「
世
界
遺
産
」
の

基
準
と
し
て

「
真
正
性
」
や

「
普
遍
的
価
値
」

が
重
要
で
す
。

つ
ま
り
そ
の
遺

産
が
再
建
さ
れ

た
も
の
で
は
な

く
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る

事
。
さ
ら
に
一
地
域
の
人
た
ち
で

は
な
く
誰
も
が
認
め
る
優
れ
た

価
値
が
あ
る
事
な
ど
が
問
わ
れ

ま
す
。
一
方
、「
無
形
文
化
保
護
条

約
」で
は
、
祭
り
や
儀
礼
等
の「
無

形
文
化
遺
産
」
は
地
域
住
民
の
生

活
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の

機
能
は
時
代
と
共
に
創
造
的
に

変
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
言
い
換
え
る
と
、
人
々
が
生

活
の
中
で
継
承
し
て
き
た
無
形

文
化
遺
産
が
多
様
で
あ
り
、「
フ

ラ
ン
ス
の
美
食
文
化
」
が
あ
り

「
和
食
」
が
あ
り
、「
地
中
海
の
食

文
化
」
が
あ
り
、
そ
の
多
様
性
を

大
切
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
こ

の
条
約
の
基
本
精
神
で
す
。

「
無
形
文
化
遺
産
の
多
様
性
」

を
実
現
す
る
根
幹
と
な
る
作
業

が
、
文
化
遺
産
の
登
録
を
判
断
す

る
審
査
で
す
。
２
０
１
５
年
度
か

ら
新
し
く
専
門
家
６
人
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
代
表
６
人
で
構
成
さ
れ

る
「
評
価
機
関
」
が
、
そ
の
責
任

を
果
た
す
事
と
な
り
ま
し
た
。
私

は
そ
の
一
人
と
し
て
、
責
任
の
一

端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
紛
争
が
絶

え
る
事
の
な
い
世
界
情
勢
を
考

え
る
と
、
私
達
の
時
代
に
こ
そ
、

文
化
の
相
互
理
解
を
基
盤
と
し

た
平
和
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
北
海
学
園
大
学
の
学
生

た
ち
と
共
に
「
文
化
の
多
様
性
」

に
つ
い
て
考
え
、
紛
争
地
に
心
を

寄
せ
、
世
界
平
和
の
実
現
を
語
り

合
い
つ
つ
、
次
世
代
の
平
和
の
担

い
手
を
育
て
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
教
員
の

国
際
貢
献
の
意
義
を
理
解
し
、
協

力
を
惜
し
ま
な
い
北
海
学
園
大

学
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
札
幌
市
経
済
局

と
の
間
で
行
わ
れ
た
大
学
提
案
型
共

同
研
究
「
中
小
企
業
の
海
外
展
開
を

担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の

育
成
モ
デ
ル
構
築
」で
は
、海
外
の
食

品
展
示
商
談
会
に
出
展
す
る
企
業
の

ブ
ー
ス
に
本
学
経
営
学
部
学
生
を
通

訳
補
助
と
し
て
延
べ
19
名
派
遣
し

た
。「
学
生
が
通
訳
？
」
と
驚
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。 English for Spe-

cific Purpose（
特
定
の
目
的
の

た
め
の
英
語
）
と
呼
ば
れ
る
研
究
分

野
で
は
、
仕
事
で
使
う
英
語
に
は
特

定
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ち
ょ
う
ど
、
日
本
昔
話
の
起
承

転
結
、
水
戸
黄
門
の
印
籠
が
同
じ
パ

タ
ー
ン
で
出
て
く
る
の
と
似
て
い
る
。

商
談
会
で
バ
イ
ヤ
ー
が
質
問
す
る

内
容
は
、価
格
、商
品
の
概
要
が
８
割

を
占
め
る
。
残
る
２
割
も
、
材
料
、
添

加
物
、
保
存
方
法
、
輸
送
方
法
、
事
業

計
画
な
ど
、
か
な
り
限
ら
れ
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
予
想
さ
れ
る
質
問

を
予
め
網
羅
的
に
調
べ
上
げ
、
そ
れ

を
英
語
で
話
せ
る
よ
う
に
す
る
と
、

バ
イ
ヤ
ー
と
企
業
の
や
り
取
り
は
す

べ
て
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
カ
バ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
研
究
で
は
、
そ
の

よ
う
な
準
備
を
し
た
学
生

に
ど
の
よ
う
な
能
力
が
あ

れ
ば
、
通
訳
が
で
き
て
し
ま

う
か
を
調
査
し
た
。
大
前
提

と
な
る
の
が
、
三
日
間
の
激

し
い
や
り
取
り
を
通
訳
す

る「
体
力
」で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
根

気
よ
く
準
備
を
す
る
「
学
習
意
欲
」、

そ
し
て
、
最
低
限
の「
英
語
力
」が
続

く
。国

境
を
越

え
て
仕
事
を

す
る
こ
と
が
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、言
語
能
力
を
示
す
指
標
が
あ
る
。

下
の
レ
ベ
ル
か
ら
順
番
に
、
基
礎
レ

ベ
ル
（
Ａ
１
･Ａ
２
）、
自
立
レ
ベ
ル

（
Ｂ
１
･Ｂ
２
）、熟
達
レ
ベ
ル（
Ｃ
１
･

Ｃ
２
）で
あ
る
。今
回
の
調
査
で
は
Ａ

１
レ
ベ
ル
で
は
余
程
の
営
業
力
で
も

な
い
限
り
厳
し
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
し
か
し
、
Ａ
２
レ
ベ
ル（
英
検
準

２
級
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
４
０
０
点
）
で

も
、
し
っ
か
り
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
商
談
会
は
乗
り
切
れ
る
。
た
だ

し
、
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
る
レ
ベ

ル
と
な
る
と
、Ｂ
１
レ
ベ
ル（
英
検
２

級
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
２
０
点
）は
欲
し

い
。そ
し
て
、こ
う
い
っ
た
個
人
の
能

力
に
加
え
て
、仲
間
と
協
力
し
合
い
、

刻
一
刻
と
変
化
す
る
商
談
の
状
況
に

つ
い
て
い
く
対
応
力
が
求
め
ら
れ

る
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返

っ
た
時
に
、
一
番
重
要
と
な
っ
た
の

が
事
前
調
査
で
し
た
。
企
業
訪
問
を

通
し
て
、
会
社
の
歴
史
か
ら
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
、
出
展
商
品
の
情
報
や
商

談
会
で
の
目
標
な
ど
、
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
情
報
共
有
し
ま
し
た
。
加
え

て
、事
前
に
調
べ
て
お
い
た
、現
地
の

輸
入
禁
止
原
材
料
や
文
化
背
景
な
ど

の
情
報
も
ふ
ま
え
て
話
し
合
っ
て
お

く
こ
と
で
、
ど
う
い
っ
た
方
向
か
ら

商
品
を
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
を

決
定
し
ま
し
た
。ま
た
、実
際
に
出
展

す
る
商
品
を
食
べ
た
う
え
で
、
自
分

の
意
見
も
交
え
、
よ
り
多
く
の
人
に

伝
わ
り
や
す
い
商
品
説
明
の
仕
方
に

試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
そ
の
説
明
に

対
し
て
も
、
企
業
の
方
か
ら
の
意
見

を
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
も
そ
の
担

当
企
業
の
一
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
商

談
会
に
同
行
す
る
と
い
う
意
識
で
勉

訳
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、「
相
手
国
の
食
習
慣
、
考
え

方
、
好
ま
れ
て
い
る
味
な
ど
を
調
査

し
た
上
で
、
そ
の
国
々
に
あ
っ
た
商

品
を
開
発
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
感

じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
企
業
は

「
既
存
の
自
社
製
品
を
い
か
に
し
て

売
る
か
？
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

商
談
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
し
た
。た
と
え
ば
、ア
メ
リ
カ

で
は
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
商
品
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
多
く
の
他

国
の
ブ
ー
ス
で
大
き
  く
「
gluten

free」
の
表
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、

日
本
企
業
の
ブ
ー
ス
に
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
進
め
る
た
め
の
第
一
関
門
で

あ
る「
商
談
会
」は
経
験
の
浅
い
日
本

に
と
っ
て
は
不
利
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
達
が
携
わ
っ
て
き
た
こ
の
研

究
に
よ
っ
て
、
多
く
の
課
題
が
払
拭

さ
れ
、
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
進
め
る
助
け
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

人
文
学
部
教
授

岩�
�

崎�
�

ま
さ
み

文化の多様性と無形文化遺産保護条約

札
幌
市
と
大
学
提
案
型
共
同
研
究

海
外
商
談
会
で
経
営
学
部
生
通
訳

体
力
・
気
力
・
英
語
力

UNESCO本部前にて

事前研究の成果を生かし商品を説明

内藤永経営学部教授と派遣された学生達

ユネスコ憲章前文が10ヵ国語
で記された石碑

法
学
部
准
教
授

山�
�

本�
�

健�
�

太�

郎�
�

選
挙
権
拡
大
に
寄
せ
て

求
め
ら
れ
る
主
権
者
教
育
と
は

経
営
学
部
教
授内�

�

藤�
�

永
�
�
�

人
文
学
部
教
授手�

塚�
�

薫
�
�
�

地
面
と
建
物
の
間
に
組
み
入

れ
る
こ
と
で
地
震
の
揺
れ
を
低

減
さ
せ
る
免
震
ゴ
ム
。
こ
の
効

果
を
体
験
で
き
る
免
震
ゴ
ム
メ

ー
カ
ー
・
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の

「
免
震
体
験
車
」
が
７
月
９
日
、

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
や
っ
て
来

た
。免

震
体
験
車
は
、
14
階
建
て

マ
ン
シ
ョ
ン
の
８
階
の
部
屋
を

想
定
し
、兵
庫
県
南
部
地
震
と

東
日
本
大
震
災
の
免
震
構
造

と
耐
震
構
造
そ
れ
ぞ
れ
の
建

物
の
揺
れ
を
再
現
し
た
。

休
み
時
間
や
授
業
の
空
き

時
間
を
利
用
し
、教
職
員
は
じ

め
多
く
の
学
生
が
大
き
な
地

震
の
揺
れ
と
、免
震
に
よ
る
ゆ

っ
た
り
と
し
た
揺
れ
の
違
い

を
体
験
し
、驚
き
の
声
を
上
げ

た
。電
子
情
報
工
学
科
２
年
の

田
中
春
樹
さ
ん
と
同
・
石
垣

文
也
さ
ん
は「
あ
ら
た
め
て
地

震
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
た
。

免
震
を
理
解
し
て
い
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、体
験
し
て
さ
ら

に
よ
く
理
解
で
き
た
」と
感
想

を
話
し
た
。

札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間

の
巨
大
広
告
に
も
あ
る
と
お

り
、
道
博
で
は
９
月
５
日
か

ら
標
記
の
特
別
展
を
開
催
す

る
。
豊
か
な
ひ
げ
を
蓄
え
た

ア
イ
ヌ
の
偉
丈
夫
ら
が
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
衣
装
を
堂
々
と

着
こ
な
す
姿
が
印
象
的
で
あ

る
。
ブ
ザ
ン
ソ
ン
と
函
館
に

残
る
夷
酋
列
像
が
展
示
の
核

に
な
り
そ
う
だ
。
美
術
館
展

覧
会
を
思
わ
せ
る
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
昨
今
は
や

り
の
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を

自
由
気
ま
ま
に
伝
え
合
う
と

い
う
美
術
鑑
賞（
Ｖ
Ｔ
Ｓ
）法

は
お
薦
め
で
き
な
い
。
ア
イ

ヌ
風
俗
を
正
確
に
描
写
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
額

面
通
り
に
受
け
と
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
夷

酋
列
像
は
、寛
政
元
年（
１
７

８
９
）、和
人
の
搾
取
に
抗
い

決
起
し
た
道
東
ア
イ
ヌ
を
松

前
藩
が
平
定
す
る
際
、
功
績

の
あ
っ
た
十
二
人
の
首
長
を

藩
主
道
廣
の
命
に
よ
り
家
老

の
蠣
崎
波
響
が
描
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
写
実
に
よ

ら
な
い
虚
構
で
あ
る
。
展
示
場
で

は
凶
相
と
も
さ
れ
る
目
の
記
号

表
現
「
三
白
眼
」
に
ぜ
ひ
着
目
し

て
ほ
し
い
。
波
響
は
地
方
絵
師
の

範
疇
に
お
さ
ま
ら
な
い
日

本
絵
画
史
上
に
名
を
残
す

人
物
で
あ
り
、
こ
の
作
品
は

京
や
江
戸
に
運
ば
れ
光
格

天
皇
を
は
じ
め
多
く
の

人
々
に
鑑
賞
さ
れ
た
。「
御

味
方
蝦
夷
之
図
」
と
題
さ
れ

た
「
シ
ョ
ン
コ
」
と
「
イ
コ

ト
イ
」
像
は
ど
ち
ら
も
ロ
シ

ア
製
猩
猩
緋
衣
と
蝦
夷
錦

と
称
さ
れ
る
中
国
製
絹
織

物
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る
。

鑑
賞
し
た
人
物
に
異
域
に

繋
が
る
蝦
夷
地
を
実
効
支

配
し
て
い
る
の
は
誰
か
を

納
得
さ
せ
る
し
た
た
か
な

演
出
が
み
ら
れ
る
。
開
館
特

別
展
の
中
心
に
こ
の
絵
画

を
据
え
た
意
欲
に
敬
意
を

表
す
る
が
、
波
響
の
政
治
的

作
為
を
ど
の
程
度
表
現
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
楽
し
み

で
あ
る
。

【
会
場
：
北
海
道
博
物
館

特
別
展
示
室
、
会
期
：
９
月

５
日
（
土
）〜
11
月
８
日

（
日
）、
お
問
い
合
わ
せ
先
：
０
１

１
・
８
９
８
・
０
４
６
６
】

免震体験車で免震と耐震の違いを体験
北海道博物館開館記念特別展

「夷
�

酋
���

列
� �

像
� �

蝦夷地イメージをめぐる人･物･世界」

たくさんの学生、教職員が免震効果を体で
理解した

経
営
学
部
１
部
経
営
学
科
４
年

伊�

藤�
�

さ
く
ら

事
前
調
査
と
勉
強
が
大
事

や
り
が
い
を
感
じ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

商
談
会
で
見
え
て
き
た
課
題

経
営
学
部
１
部
経
営
学
科
３
年

佐�

藤�
�

雄�
�

紀�

経
営
学
部
２
部
経
営
学
科
４
年

柳
田

�
�
�
�

奈�

美�

◆

◆

◆

◆

◆

◆

Ｔ

Ｓ

Ｒ

Ｏ

Ｐ

Ｅ

Ｒ

生

学

工夫を凝らし商品をアピール
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私
は
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
黒

澤
明
―
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
翻
案
映

画
化
と
し
て
の
『
蜘
蛛
巣
城
』
―
」

と
題
し
て
話
を
い
た
し
ま
し
た
。

黒
澤
明
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇

の
『
マ
ク
ベ
ス
』（
１
６
０
６
）
を

日
本
の
戦
国
時
代
を
舞
台
に
『
蜘

蛛
巣
城
』（
１
９
５
７
）
と
し
て
翻

案
映
画
化
し
て
い
ま
す
。
本
講
座

の
目
的
は
こ
の
『
蜘
蛛
巣
城
』
が

『
マ
ク
ベ
ス
』
の
単
な
る
二
番
煎
じ

に
は
留
ま
ら

な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、『
蜘
蛛
巣
城
』
は
演
劇
と

映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
異
な

り
、
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
と
い
う
文

化
や
社
会
の
異
な
り
を
横
断
す

る
『
マ
ク
ベ
ス
』
再
創
造
の
試
み

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
異
な
り
を
横
断
す
る
た

め
に
、
黒
澤
は
能
の
様
式
を
映
画

に
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
は
単
に
こ

の
映
画
の
セ
ッ
ト
や
役
者
の
衣

装
デ
ザ
イ
ン
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。

役
者
の
演
技
や
映
画
の
空
間
構

成
も
能
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
能
の
様

式
の
導
入
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
世
界
を
日
本
映
画
に
お
い
て

忠
実
に
反
復
す
る
黒
澤
な
り
の

や
り
方
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

▼
第
７
回
講
演「
中
国
に
暮
ら
し
、

中
国
で
働
く
」

【
６
月
23
日
／
Ｄ
41
番
教
室
／
講

師
：
木
須
久
美
子
氏
（
上
海
柯
藍

運
国
際
貨
物
運
輸
代
理
有
限
公

司
勤
務
･経
営
学
部
Ｏ
Ｇ
）】

中
国
で
海
外
引
越
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
働
い
て
い

る
木
須
氏
は
「
中
国
で
は
相
手
の

顔
を
立
て
、
面
子
を
つ
ぶ
さ
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
、
中
国
で
働
く
ポ
イ
ン
ト
を
語

る
。
海
外
で
働
く
と
い
う
こ
と
は

苦
労
も
多
い
が
「
育
っ
て
き
た
環

境
が
違
う
の
で
、
お
互
い
を
認
め

て
違
い
を
受
け
入
れ
る
と
変
わ

っ
て
く
る
。
日
本
で
は
で
き
な
い

経
験
が
で
き
る
」
と
話
し
た
。

本
学
主
催
の
平
成
27
年
度
市

民
公
開
講
座
が
、
７
月
11
日
に
開

催
さ
れ
た
。
温
度
計
の
目
盛
が
上

昇
す
る
土
曜
の
午
後
の
開
始
で

あ
っ
た
が
、
７
号
館
Ｄ
31
教
室

（
冷
房
設
置
）
に
は
40
名

程
の
熱
心
な
市
民
の
姿

が
見
ら
れ
た
。開
催
に
当

た
っ
て
学
長
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。講
座
タ
イ
ト
ル

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
映

画
」
が
掲
げ
ら
れ
る
な

か
、
人
文
学
部
の
川
上
、

本
城
、大
石
の
三
人
の
講

師
が
登
壇
し
た
。講
座
１

｢シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
舞

台
空
間
｣の
川
上
は
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
大
衆
劇

場
の
形
様
を
、
後
世
の
研
究
者
達

が
ど
の
よ
う
に
推
定
し
た
か
を

説
明
し
た
。
講
座
２
の
本
城
の

「『
マ
ク
ベ
ス
』
と
モ
ダ
ン
の
黄

昏
」
で
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

生
き
た
時
代
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

映
画
監
督
Ｒ
・
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー

作
品『
マ
ク
ベ
ス
』に
お
け
る「
近

代
の
終
焉
」
の
時
代
と
の
共
通
性

が
語
ら
れ
、
講
座
３
「
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
と
黒
澤
明
」
で
は
、
大
石

が
映
像
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
、

『
マ
ク
ベ
ス
』
の
翻
案
映
画
で
あ

る
黒
澤
の
『
蜘
蛛
巣
城
』
の
な
か

の
、
鮮
や
か
な
「
能
」
の
手
法
の

導
入
の
手
捌
き
を
解
説
し
た
。
最

後
に
設
け
ら
れ
た
時
間
で
若
干

の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

人文学部・川上武志教授

人文学部・本城誠二教授人文学部・大石和久教授

市
民
公
開
講

市
民
公
開
講
座座
開
催
開
催

市
民
公
開
講

市
民
公
開
講
座座
開
催
開
催

市
民
公
開
講
座
開
催

僕
は
２
番
目
の
講
師
と
し
て

「
マ
ク
ベ
ス
と
モ
ダ
ン
の
黄
昏
」

と
題
し
て
話
し
ま
し
た
。
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
が
『
マ
ク
ベ
ス
』
を
書

い
た
と
思
わ
れ
る
１
６
０
６
年

は
近
代
初
期
（
early m
odern）

と
呼
ば
れ
る
時
代
で
、
中
世
が
終

わ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
で
は
神

か
ら
人
間
が
支
配
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る

近
代
の
市
民
国
家
と
は
違
い
、
封

建
領
主
や
国
王
が
そ
れ
ぞ
れ
の

領
地
や
国
土
を
支
配
し
て
い
た

時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
世
と
近
代
の

は
ざ
ま
に
あ
る
混
沌
と
し
た
時

代
が
、
１
９
６
０
年
代
以
降
の
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
の
世
界
と
似
て
い

る
よ
う
な
気

が
し
て
、
ロ

マ
ン
・
ポ
ラ

ン
ス
キ
ー
監
督
の
『
マ
ク
ベ
ス
』

（
１
９
７
１
年
）
を
取
り
上
げ
て

論
じ
て
み
ま
し
た
。
質
問
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

が
５
０
０
年
後
の
世
界
を
予
言

し
た
訳
で
は
な
く
、
天
才
の
直
感

で
愚
考
を
繰
り
返
す
世
界
の
不

条
理
を
見
抜
い
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
近
代
の
理
念
で

あ
る
啓
蒙
主
義
が
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
だ
っ
た
と
い
う
視
点
で
な
く

て
も
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
世
界
が

幾
多
の
戦
争
や
紛
争
、
テ
ロ
リ
ズ

ム
、
人
種
差
別
、
格
差
社
会
、
モ

ラ
ル
な
き
資
本
主
義
な
ど
を
生

み
出
し
て
き
た
の
は
、
人
が
歴
史

か
ら
如
何
に
何
も
学
ば
ず
に
来

た
の
か
と
い
う
証
左
で
も
あ
り

ま
す
。

質
疑
で
は
フ
ロ
ア
か
ら
の
質

問
や
講
師
同
士
の
応
答
も
あ
り
、

最
後
に
は
最
新
の
『
マ
ク
ベ
ス
』

の
舞
台
映
像
も
見
る
事
が
で
き

て
、
講
師
と
し
て
も
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

『
マ
ク
ベ
ス
』と
モ
ダ
ン
の
黄
昏

講座2

人
文
学
部
教
授  

本
城  

誠
二

ほ
ん
じ
ょ
う

じ

せ
い

恒
例
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、
ロ
シ
ア
語
、

韓
国
・
朝
鮮
語
の
５
種
類
の
言

語
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
市
民
公
開
講
座

が
、
５
月
23
日
か
ら
５
回
に
渡
っ

て
行
わ
れ
た
。

各
講
師
の
研
究
成
果
を
盛
り

込
ん
だ
内
容
で
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
受
講
者
は
広
く
海
外
の

事
象
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
時
代
に

彼
の
作
品
は
ど
の
よ
う
な
舞
台

で
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？
 と
こ
ろ
が
往
時
の
劇
場

に
関
す
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
七
世
紀

中
葉
の
清
教
徒
革
命
期
に
、
演
劇

を
悪
徳
と
見
做
し
た
者
達
の
手

に
よ
っ
て
、
十
六
座
も
あ
っ
た
公

衆
劇
場
が
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ

た
か
ら
な
の
で
す
。
結
果
、
後
世

の
人
間
の
手
に
残
っ
た
の
は
①

数
人
の
地
理

学
者
に
よ
る

「
ロ
ン
ド
ン

鳥
瞰
図
」
②
興
行
主
Ｐ
・
ヘ
ン
ズ

ロ
ー
が
交
わ
し
た
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
座
契
約
書
③
あ
る
旅
行
客
に

よ
る
ス
ワ
ン
座
の
劇
場
内
ス
ケ

ッ
チ
ぐ
ら
い
で
し
た
。
時
代
が
下

っ
て
二
十
世
紀
の
末
に
な
っ
て
、

テ
ム
ズ
川
南
岸
サ
ザ
ッ
ク
地
区

の
建
設
用
地
を
掘
っ
て
い
た
人

達
が
、
驚
く
べ
き
も
の
を
発
見
し

ま
す
。
な
ん
と
近
く
か
ら
往
時
の

劇
場
（
ロ
ー
ズ
座
）
の
土
台
が
出

て
き
た
の
で
す
。
早
速
発
掘
調
査

が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
未
明
で
あ
っ
た
こ
と
が

か
な
り
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
約
三
百
五
十
年
振

り
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
活
躍

し
た
グ
ロ
ー
ブ
座
が
復
元
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

シェイクスピアと映画人文学部

前川司氏

真剣に話を聴く受講者

第2回教育研究交流会のようす

▼
第
６
回
講
演
「
海
外
で
羽
ば
た

く
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
ー
経

験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
ー
」

【
５
月
22
日
／
Ｄ
41
番
教
室
／
講

師
：
前
川
司
氏
】

共
同
通
信
社
と
ロ
イ
タ
ー
通

信
で
英
文
経
済
記
者
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
で
報
道
官
を
務
め
、
定
年

退
職
後
は
マ
ニ
ラ
に
滞
在
し
、
趣

味
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ジ
ッ
ク
を

披
露
し
て
い
る
前
川
氏
は
、「
海

外
で
羽
ば
た
く
に
は
、
し
っ
か
り

と
自
分
の
意
見
を
持
つ
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
も
常
に
情
熱
を
持

つ
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

▼
第
８
回
講
演
「
国
土
交
通
省
北

海
道
運
輸
局『
若
旅
★
授
業
』」

【
７
月
10
日
／
Ｄ
41
番
教
室
／
講

師
：
佐
分
誠
治
氏
（
海
運
会
社
勤

務
）、
萬
紗
奈
江
氏
（
保
険
会
社
勤

務
）、
司
会
：
国
土
交
通
省
北
海

道
運
輸
局
企
画
観
光
部
観
光
地

域
振
興
課
･経
田
直
哉
氏
】

何
度
も
世
界
各
地
へ
旅
し
た

経
験
か
ら
、
佐
分
氏
は
「
旅
に
英

語
は
必
要
な
い
。
大
事
な
の
は
本

気
で
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る

気
持
ち
」、
萬
氏
は
「
旅
の
魅
力
は

知
ら
な
い
世
界
に
出
会
え
る
こ

と
、
知
っ
て
い
る
世
界
に
気
づ
け

る
こ
と
。
私
に
と
っ
て
グ
ロ
ー
バ

ル
と
は
人
の
痛
み
が
わ
か
る
こ

と
」
と
語
っ
た
。

経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

経
済
学
部
の
財
政
学
Ⅰ
（
野
口

剛
准
教
授
）
の
授
業
で
６
月
２

日
、
財
務
省
北
海
道
財
務
局
理
財

部
特
別
主
計
実
地
監
査
官
 上
席

主
計
実
地
監
査
官
の
山
口
浩
次

氏
と
、
同
部
 融
資
課
 上
席
調
査

官
の
田
村
正
和
氏
（
両
氏
と

も
本
学
Ｏ
Ｂ
）
を
お
招
き

し
、「
わ
が
国
の
財
政
の
現

状
と
課
題
：
国
と
地
方
の

視
点
か
ら
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。

山
口
氏
は
、
財
務
局
の
業

務
や
組
織
構
成
、
国
の
予
算

編
成
の
流
れ
を
解
説
。
主
な

主
計
事
務
の
一
つ
で
あ
る

予
算
執
行
調
査
は
、
予
算
の

使
い
方
が
非
効
率
に
な
っ

て
い
な
い
か
予
算
の
執
行
の
実

態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
目
的
で
行

わ
れ
る
。
平
成
26
年
度
の
調
査
は

75
件
実
施
し
、平
成
27
年
度
予
算

へ
の
反
映
額
は
マ
イ
ナ
ス
３
７

９
億
円
に
な
っ
た
と
い
う
。

田
村
氏
は
、
国
と
地
方
の
収

入
･支
出
構
成
を
比
較
し
、
地
方

に
な
る
ほ
ど
社
会
保
障
費
支
出

と
、
地
方
交
付
税
収
入
の
割
合
が

増
え
て
い
る
現
状
を
説
明
。
さ
ら

に
、
市
町
村
の
地
方
債
に
占
め
る

臨
時
財
政
対
策
債
（
地
方
交
付
税

の
代
替
と
し
て
措
置
さ
れ
る
地

方
債
）
の
割
合
が
増
加
し
、
自
主

財
源
に
よ
ら
な
い
“
地
方
財
政
”

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

最
後
に
「
財
務
局
は
市
町
村
の

財
政
の
現
状
と
将
来
投
資
を
分

析
し
、
市
町
村
の
こ
れ
か
ら
を
考

え
て
い
る
。
今
後
も
地
方
財
政
の

健
全
性
確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

経
済
学
部
　
講
演
会

教
育
開
発
運
営
委
員
会
は
、
教

育
に
関
す
る
情
報
や
知
見
を
全

学
で
共
有
し
意
見
交
換
を
行
う

た
め
、
第
１
回
（
６
月
25
日
）、
第

２
回
（
７
月
７
日
・
９
日
）
教
育

研
究
交
流
会
を
開
催
。
４
名
の
教

員
か
ら
報
告
発
表
が
行
わ
れ
た
。

Ｆ
Ｄ
（
faculty

developm
ent）の

一
つ
で
あ
る
「
反

転
授
業
」と
は
、学

生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア

ッ
プ
さ
れ
た
動
画
教
材
と
し
て

の
授
業
を
あ
ら
か
じ
め
受
講
し

て
教
室
に
臨
む
こ
と
で
、
従
来
の

「
授
業
は
教
室
で
、
演
習
は
宿
題

で
」
と
い
う
常
識
を
反
転
さ
せ
た

学
習
形
態
を
指
す
。
反
転
授
業
に

よ
る
教
員
の
立
ち
位
置
や
、
反
転

し
な
い
場
合
の
「
黒
板
原
理
主

義
」や「
パ
ワ
ポ
便
利
主
義
」の
再

考
な
ど
つ
い
て
報
告
し
た
。

山
梨
大
学
で
試

み
た
反
転
授
業

は
、
一
部
講
義
部

分
を
動
画
と
し
て

事
前
提
供
し
、
対
面
授
業
を
学
生

の
主
体
的
・
協
調
的
な
学
び
合

い
の
時
間
に
転
換
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
た
。
結
果
、
授
業
時

間
外
の
学
習
時
間
が
増
加
し
、
理

解
力
の
高
い
学
生
、
低
い
学
生
の

ど
ち
ら
に
も
効
果
が
あ
っ
た
。
本

学
導
入
の
際
に
は
、
80
人
超
の
学

生
に
教
員
一
人
の
対
応
が
可
能

か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

 　

講
義
の
レ
ジ
ュ

メ
配
布
や
出
席
調

査
、
小
テ
ス
ト
に

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
e-

learning
シ
ス
テ
ム
）を
活
用
し

て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
小

テ
ス
ト
の
結
果
を
次
の
授
業
で

解
説
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
受
講

者
の
消
化
で
き
な
い
部
分
を
確

認
で
き
る
、
毎
回
の
小
テ
ス
ト
で

評
価
を
行
う
の
で
（
定
期
試
験
に

よ
る
）
一
発
勝
負
を
避
け
ら
れ

る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
若
干

の
課
題
も
あ
る
が
、
多
く
の
教
員

の
活
用
を
期
待
し
た
い
。

お
茶
の
水
女
子

大
学
で
は
、「
学
修

行
動
調
査
」と「
授

業
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
教
育
の
内
部
質
保
証
の
二
つ

の
軸
と
位
置
づ
け
、
改
善
に
努
め

て
い
る
。
特
に
学
修
行
動
調
査
で

は
、
批
判
的
に
考
え
る
能
力
、
分

析
力
・
問
題
解
決
能
力
、
協
調

性
、
文
章
読
解
力
な
ど
が
つ
い
て

い
る
こ
と
を
デ
ー
タ
で
公
表
で

き
る
有
意
さ
が
あ
る
。
公
開
Ｆ
Ｄ

セ
ミ
ナ
ー
で
報
告
さ
れ
た
そ
の

取
り
組
み
に
加
え
、
お
茶
の
水
女

子
大
学
独
自
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
成
績
評

価
）
で
あ
る
「
Functional

GPA」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

第
２
回
教
育
研
究
交
流
会
で

は
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｓ
入
門
セ
ミ
ナ
ー

も
開
催
さ
れ
た
。

教
育
研
究
交
流
会

北海道財務局の山口浩次氏（右）と、田村正和氏

木須久美子氏

佐分誠治氏（左）と、萬紗奈江氏

地方財政の健全性確保を

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

世
界
の
言
語
と
文
化
の

モ
ザ
イ
ク
を
眺
め
る

教務
センター

本
学
は
今
年
度
、
２
つ
の
市
民
公
開
講
座
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
映

画
」、「
世
界
の
言
語
と
文
化
の
モ
ザ
イ
ク
を
眺
め
る
」を
開
催
し
た
。
多

く
の
市
民
が
受
講
し
、
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
黒
澤
明

│『
マ
ク
ベ
ス
』の
翻
案
映
画
化

　
　
　
　

と
し
て
の『
蜘
蛛
巣
城
』│

講座3

人
文
学
部
教
授  

大
石  

和
久

お
お
い
し

か
ず
ひ
さ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
舞
台
空
間

講座1

人
文
学
部
教
授  

川
上  

武
志

か
わ 

か
み

し

た
け

受講者との質疑応答

6月25日
「
反
転
す
べ
き
は
授
業
だ
け

か
？
〜
反
転
授
業
を
考
え
る
」

法
学
部
 樽
見
弘
紀
 教
授

7月7日
「
G
O
A
L
S
を
活
用
し
た

授
業
〜
そ
の
利
点
と
課
題
」

法
学
部
 佐
藤
克
廣
 教
授

6月25日
「
Ｆ
Ｄ
の
た
め
の
情
報
技
術
研

究
講
習
会
参
加
報
告
〜
反
転

授
業
を
中
心
と
し
て
」

工
学
部
 魚
住
純
 教
授

7月9日
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
に
お
け
る

教
育
の
内
部
質
保
証
の
取
り
組
み

〜
双
軸
の
教
学
Ｉ
Ｒ
を
中
心
に
」

法
学
部
 鈴
木
美
佐
子
 教
授

「
ア
メ
リ
カ
社
会
の
〈
つ
な
が

り
〉
の
行
方

�
�
�

」
を
テ
ー
マ
と
し
た

第
35
回
法
学
部
カ
フ
ェ
が
５
月

23
日
、
34
番
教
室
で
開
か
れ
た
。

話
し
手
は
、
北
海
道
大
学
法
学
研

究
科
助
教
で
本
学
非
常
勤
講
師

の
石
神
圭
子
先
生
、
聞
き
手
は

同
・
千
田
航
先
生
、
本
学
法
学

部
・
佐
藤
克
廣
教
授
。
家
族
や
学

校
、
職
場
、
地
域
な
ど
人
と
結
び

つ
き
協
力
し
合
う
こ
と
は
重
要

で
、
そ
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
け
る
人
間
関
係
を
意
味
す

る
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
、
ア

メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
を

基
に
熱
く
語
り
合
っ
た
。

第
35
回
法
学
部
カ
フ
ェ

も
っ
と
知
り
た
い
学
園
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
第
１
弾
「
札
幌
ド
ー
ム

フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
訴
訟
と
学
園

弁
護
団
」
が
７
月
６
日
、
60
番
教

室
で
開
か
れ
た
。
話
し
手
は
本
学

法
科
大
学
院
Ｏ
Ｂ
の
本
井
孝
史

弁
護
士
と
佐
藤
敬
治
弁
護
士
、
同

教
授
・
中
村
誠
也
弁
護
士
、
聞
き

手
は
法
学
部
講
師
の
大
滝
哲
祐

先
生
。
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
で
失
明

し
損
害
賠
償
を
求
め
た
裁
判
で
、

原
告
の
代
理
人
を
務
め
た
の
が

今
回
の
３
人
の
弁
護
士
。
勝
訴
と

な
っ
た
札
幌
地
裁
の
判
決
要
点

や
、
弁
護
士
と
い
う
仕
事
の
や
り

甲
斐
に
つ
い
て
語
っ
た
。

第
37
回
法
学
部
×
法
科
大
学
院
カ
フ
ェ

第35回法学部カフェ。左から
本学法学部・佐藤克廣教授、
北海道大学法学研究科助教・
千田航先生、同・石神圭子先
生、店長・樽見弘紀教授

第37回法学部×法科大学院カ
フェ。左から本学法科大学院
教授・中村誠也弁護士、本学法
科大学院OB・佐藤敬治弁護
士、同・本井孝史弁護士

（
人
文
学
部
教
授
 川
上
武
志
）
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経営学部
２部
経営学科

仕
事
は
シ
ス
テ
ム
開
発
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
、
そ
れ
と
営
業

の
仕
事
も
少
し
行
っ
て
い

ま
す
。

経
営
学
部
を
選
ん
だ
の

は
、
経
営
学
だ
け
で
な
く
心
理
学

も
学
べ
る
か
ら
。
２
部
は
昼
の
時

間
を
有
効
に
使
え
る
の
で
、
私
は

ア
ル
バ
イ
ト
の
他
に
経
営
の
勉
強

も
兼
ね
て“
就
活
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”

を
立
ち
上
げ
、
活
動
し
て
い
ま
し

た
。
就
活
の
情
報
交
換
を
目
的
に

全
道
の
学
生
に
呼
び
か
け

て
、
月
１
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
。
最
終
的
に
百
人

ほ
ど
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
軽
音
楽
の
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
て
部
長
も
務
め
、

充
実
し
た
学
生
生
活
で
し

た
ね
。
学
生
時
代
は
失
敗

を
恐
れ
ず
挑
戦
あ
る
の
み

で
す
。

株式会社北海道CSK 
第三事業部

平野
� � �

正崇
� � � �

経営学部２部経営学科
平成24年度卒

２
部
進
学
の
一
番
の
理
由
は
、

学
費
の
安
さ
で
す
。
地
方
か
ら
出

て
き
て
生
活
費
も
か
か
る
た
め
、

親
の
負
担
を
な
る
べ
く
軽

く
し
、
な
お
か
つ
、
１
部

と
同
じ
内
容
の
授
業
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
北
海
学
園
に
決
め
ま
し
た
。

ゼ
ミ
で
は
就
職
を
テ
ー
マ
に
、

経
済
と
絡
め
な
が
ら
議
論
し
ま

す
。社
会
人
の
方
も
い
て
、現
役
で

働
く
方
々
の
貴
重
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が

で
き
ま
す
。
僕
は
教
員
志
望
で
教

職
課
程
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
教
職
の
授
業
は
１
部

の
５
時
限
目
、
そ
れ
か
ら

２
部
の
授
業
へ
と
続
け
て

効
率
よ
く
受
講
で
き
ま
す
。
昼
に

勉
強
や
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
、
１

部
よ
り
少
人
数
な
の
で
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
で
学
べ
る
と
こ

ろ
が
２
部
の
魅
力
で
す
。

経
済
学
部
２
部
は
、
北
海
道
に

お
け
る
最
初
の
大
学
夜
間
部
と
し

て
１
９
５
３
年
に
設
置
さ
れ
た
伝

統
が
あ
り
、
多
く
の
卒
業
生
が

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、社
会
人
学
生
が
数
多

く
学
び
、
年
齢
層
も
幅
広
い
の
が

特
徴
で
す
。

１
部
と
同
様
、
２
年
次
学
科
選

択
制
で
、
勉
学
内
容
も
１
部
と
同

じ
で
す
。１
年
次
は
基
礎
ゼ
ミ
、２

年
次
か
ら
は
自
分
の
興
味
関
心
を

も
と
に
専
門
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
４

年
間
の
ゼ
ミ
活
動
を
基
本
に
、
各

学
科
の
３
コ
ー
ス
か
ら
１
つ
選
ん

で
専
門
を
深
く
学
び
ま
す
。

経
営
学
部
２
部
で
は
、「
組
織
･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
戦
略
･マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」「
心
理
･人
間
行
動
」の

３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
、
自
分
の
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
興
味
に
沿
っ

て
選
択
し
学
ん
で
い
き
ま
す
。
教

育
内
容
は
、
１
部
の
経
営
学
科
と

経
営
情
報
学
科
を
網
羅
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
Ｉ
Ｔ
技
術
に
関
す
る
情

報
系
や
、
経
営
や
組
織
に
不
可
欠

な
心
理
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

「
認
定
心
理
士
」（
日
本
心
理
学
会

認
定
）の
資
格
取
得
も
可
能
で
す
。

３
年
次
か
ら
は
ゼ
ミ
で
よ
り
深
く

勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

経済学部２部地域経済学科４年

浅川
� � � �

雄
� �

太
�

２
部
は
自
分
に
合
っ
て
い
ま
し

た
。
１
部
ほ
ど
大
き
す
ぎ

ず
、
い
ろ
ん
な
年
代
の
方

が
本
当
に
勉
強
を
し
た

く
て
大
学
に
通
っ
て
い
て
、

と
て
も
良
い
環
境
で
す
。
昼
は
予

備
校
の
受
付
事
務
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い

う
事
務
系
の
仕
事
が
で
き

る
の
も
、
２
部
な
ら
で
は

で
す
。
交
通
の
便
も
良
く
、

通
学
に
大
変
便
利
で
す
。

視
野
を
広
げ
る
こ
と
、
そ
し
て

会
計
を
専
門
的
に
学
び
た
く
て
大

学
へ
進
学
。
会
計
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、心
理
学
な

ど
、
広
い
分
野
を
履
修
で
き
る
の

が
経
営
学
部
２
部
の
い
い

と
こ
ろ
で
す
。
就
職
活
動

は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
か
ら
事
務
系
の
仕
事
ま

で
、
幅
広
い
範
囲
で
検
討
し
て
い

ま
す
。

経営学部２部経営学科４年

若松
� � � �

愛
� �

授
業
で
は
、生
活
に
密
着

し
た
民
法
が
面
白
く
、民
法

の
ゼ
ミ
で
は
実
際
に
あ
っ

た
事
件
の
判
例
を
も
と
に
議
論
し

て
い
ま
し
た
。
法
律
の
知
識
を
活

か
せ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、

全
国
転
勤
を
覚
悟
で
就
職
。

現
在
は
、
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
の
方
々
へ
の
保
険

料
納
付
の
ご
案
内
や
加
入
手

続
き
業
務
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

２
部
は
、
授
業
時
間
帯
以
外
は

１
部
と
同
じ
。
就
職
も
１
部
２
部

は
全
然
関
係
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
昼
は
ア
パ
レ
ル
販
売
員
な
ど

の
ア
ル
バ
イ
ト
。大
学
で
は

“
友
だ
ち
の
輪
”
で
１
部
や

他
学
部
に
も
友
だ
ち
が
で

き
、
テ
ス
ト
前
や
就
職
活
動
の
際

に
は
情
報
交
換
を
し
て
強
い
味
方

で
し
た
。

勉
強
も
就
職
も

１
部
・
２
部
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん

教
職
課
程
も

効
率
よ
く

履
修
で
き
ま
す

社
会
人
が
熱
心
に

学
ぶ
姿
に
刺
激
を

受
け
ま
し
た

授
業
と
バ
イ
ト
、

サ
ー
ク
ル
活
動
と

充
実
し
た
毎
日

学
生
時
代
は

失
敗
を
恐
れ
ず

挑
戦
し
て
ほ
し
い

昼
は
事
務
の
仕
事
。

ア
ク
セ
ス
が
良
く

通
学
に
便
利
で
す

日本年金機構

菅原
� � � �

弥生
� � �

法学部２部法律学科
平成25年度卒

英
米
文
化
学
科
の
２
部
の
い
い

と
こ
ろ
は
、
少
人
数
な
の
で
４
年

間
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
勉
強

し
て
い
け
る
と
こ
ろ
。み
ん

な
で
よ
く
英
語
で
討
論
し

た
こ
と
は
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

こ
こ
で
一
生
の
友
と
言
え
る
友
だ

ち
が
で
き
ま
し
た
。
２
部
で
不
利

に
な
る
こ
と
や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ゼ

ロ
。
就
職
も
１
部
と
同
じ
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
は
２
年

次
後
半
か
ら
学
内
の
公
務
員
講
座

を
受
講
し
、徐
々
に
準
備
を

し
て
い
き
ま
し
た
。

２
部
は
幅
広
い
年
齢
層

の
方
が
い
て
、
い
ろ
ん
な
考
え
方

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。皆
勉
強
に
熱
心
で
、い

つ
も
刺
激
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
本
当
に
勉
強
し
た

い
の
な
ら
２
部
が
お
勧
め

で
す
。

恵庭市役所 
総務部 職員課

七条
�����

梢
���

人文学部２部英米文化学科
平成22年度卒

大
学
は
学
費
の
安
い
２
部
と
決

め
て
い
て
、
政
治
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
興

味
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
法
学

部
を
選
び
ま
し
た
。
ゼ
ミ

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
研
究
し
て

い
る
樽
見
ゼ
ミ
で
、
前
期

は
、
芸
術
文
化
政
策
と
し
て

廃
校
を
利
用
し
た
美
術
館
な
ど
の

文
化
団
体
に
つ
い
て
調
べ
て
発
表

し
ま
し
た
。

昼
間
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、貧
困

に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
も
参
加
す
る
機
会
が
あ

り
、
大
学
で
の
知
識
や
考
え

方
が
活
か
さ
れ
た
り
、
い
ろ
ん
な

人
た
ち
と
出
会
っ
た
り
、
良
い
経

験
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
部
も
２

部
も
授
業
内
容
や
先
生
は
同
じ
。

勉
強
は
自
分
次
第
で
す
。

法
学
部
２
部
の
入
試
は
一
般
入

試
の
他
に
、
法
学
部
２
部
独
自
の

課
題
小
論
文
入
試
や
、
指
定
校
推

薦
入
試
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
１
部

履
修
制
度
に
よ
り
、
年
間
12
単
位

ま
で
１
部（
昼
間
部
）時
間
帯
の
科

目
履
修
が
可
能
で
す
。

１
部
と
同
様
、
各
種
検
定
に
よ

る
単
位
認
定
（
外
国
語
検
定
や
法

学
検
定
試
験
の
結
果
に
よ
っ
て
単

位
を
認
定
）や
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
の
は
法
学
部
な
ら

で
は
の
特
色
。ま
た
、法
職
資
格
の

受
験
対
策
と
し
て「
法
職
講
座
」を

無
料
開
講
し
て
い
ま
す
。

人
文
学
部
２
部
は
少
人
数
制
で
、

社
会
人
学
生
も
学
ん
で
い
る
た
め
、

様
々
な
年
齢
層
、
様
々
な
背
景
を

も
つ
人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
勉

強
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
部
と
同
じ
専
門
教
育
科
目
が

履
修
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
３
年
次
か
ら
ゼ

中
学
校
の
英
語
の
教
師
に
な
り

た
く
て
、
２
部
で
も
教
職

免
許
が
取
れ
る
こ
の
大

学
に
入
り
ま
し
た
。
自
分

の
周
り
は
勉
強
熱
心
な
人

が
多
い
で
す
。
１
年
次
か
ら
同
じ

意
識
を
持
っ
た
仲
間
と
授
業
を
受

け
て
い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
言
い
合
え
る
し
、

大
変
な
と
き
は
励
ま
し
合

っ
て
い
ま
す
。

昼
間
は
週
４
回
、
販
売
員
の
ア

ル
バ
イ
ト
。
サ
ー
ク
ル
は
２
部
自

治
会
執
行
部
で
活
動
し
、
他
学
部

に
も
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
教
職
課
程
も
履
修
し
て
い

ま
す
が
、
１
日
２
コ
マ
の
授
業
と

教
職
１
コ
マ
を
、
空
き
時
間

な
く
集
中
し
て
受
講
で
き

ま
す
。
忙
し
い
学
生
生
活

で
す
が
今
は
す
っ
か
り
慣

れ
、
充
実
し
た
毎
日
で
す
。人文学部２部英米文化学科３年

古
� �

谷
�

一
� �

美
�

在学生
の
声

在学生
の
声

在学生
の
声

在学生
の
声

法学部２部政治学科３年

増
� �

田
�

勝
� �

也
�

１
部
と
同
じ
先
生

と
教
育
内
容
。

勉
強
は
自
分
次
第

「学ぶ」目的は人それぞれ。自由な大学生活では、授業時間を自分で選ぶことができます。例えば、
昼の時間を自学自習や課外活動、仕事などに充て、夜は大学で学ぶ。こういう大学生活もある
のです。北海学園大学２部（夜間部）は、「１部と同じ教員」と「同じ授業内容」、「就職も１部
と同じサポート」を行います。つまり、授業の時間帯が違うだけで、教育内容は１部と同じ。
そして、「授業料は１部の半額」。大学で何を、どのように学ぶか。北海学園大学２部はその
一つの選択肢となるはずです。現在、2部には4学部7学科2000名が在籍し、共に学んでいます。

2000名の学友と共に夜間に学ぶ
部２

ミ
に
所
属
し
て
専
門
を
深
め
、
４

年
次
に
卒
業
研
究
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、カ
ナ
ダ
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
と

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
実
地
研
修

を
行
う「
英
米
文
化
特
別
演
習
」や

「
国
際
文
化
特
別
演
習
」、
京
都
と

奈
良
で
研
修
を
行
う
「
日
本
文
化

特
別
演
習
」も
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

特　集

夜
に
１
部
と
同
じ
授
業

を
受
け
、部
活
も
ア
ル
バ
イ

ト
も
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
２
部
に
進
学
し
ま
し
た
。
振
り

返
る
と
、
柔
道
部
で
毎
日
の
よ
う

に
練
習
し
た
こ
と
や
、
社
会
人
の

方
か
ら
仕
事
や
社
会
に
関

す
る
お
話
を
聞
い
て
大
き

な
影
響
を
受
け
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

消
防
士
を
目
指
し
、
３

年
の
夏
頃
か
ら
公
務
員
試

験
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
、
24
時
間
勤
務
の
交
代
制
で
火

災
現
場
に
出
動
す
る
ほ
か
、
火
災

予
防
啓
発
活
動
や
防
火
調
査
な
ど

広
い
範
囲
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。現
場
で
は
チ
ー

ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
体
力
が
重
要
で
す
が
、
こ
れ

ら
は
大
学
の
柔
道
部
で
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。

札幌北消防署
警防課新琴似出張所

土門
� � �

修平
�����

経済学部２部経済学科
平成８年度卒

柔
道
の
部
活
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
鍛
え
ら
れ
た

第103号北海学園大学  学報2015年（平成27年）9月1日（5）

卒業生
インタビュー

卒業生
インタビュー

卒業生
インタビュー

卒業生
インタビュー



工命生 科学
来春は一期生が卒業

2012（平成24）年に誕生した工学部生命工学科で「生命科学系」と「情報系」両方の知識とスキルを
修得した一期生が、来年3月には社会に巣立ちます。教職員と学生が一体となって作りあげてき
た生命工学科は次世代産業の創成に貢献する人材育成を目指して、これからも進化を続けます。

特　集

　本が好きで、豊
平校舎で図書館学
課程を履修してい
ます。サークルは
文学会に入って、
年４回、部誌を発
行。私も初めて小
説を書きました。

　生命工学科は少人数なので、
先生との距離が近いのがいいと
ころ。質問や相談には丁寧に対
応してくれます。生物系
の仕事やプログラマー
など、将来の選択肢
が増えました。

　授業はどれも
新鮮で、楽しく
受講しています。
実験・実習は理
解していないと
先に進めないの
で、予習は必須。
大変ですが、プ
ログラミング実習は動いたとき
の達成感が大きいです。３年次
からのバイオテクノロジー実習
では、アルコールに強い体質か
どうかを遺伝子を解析して調べ
たり、徐々に難易度を上げなが
らいろいろな実験を行います。

専門と司書の勉強、サークル活動と充実した毎日 食品事業にも挑戦。大学での学びを活かしたい

在学生
INTERVIEW

斎藤奈恵
生命工学科４年
さい とう な え

梶原一郎
生命工学科２年
かじ はら いち ろう

伊沢　渉
生命工学科４年
い ざわ わたる

いをサポートしながら
走ることで絆が生まれる。
そこがいいところです。部活を
通じて、先輩や他学部の仲間な
どいろんな人に出会うことがで
きました。大学生活は充実して
いて本当に楽しいです。

　生命工学科は新
しい学科なので、
自分たちでつくっ
ていくところが魅
力。チャレンジ精
神を持った人にぜ
ひ入学してもらい
たいですね。

　小さい頃からコンピュータに
興味を持つ一方、高校の科学部
での酵母菌の研究が面白く、両
方を学べる生命工学科に進学し
ました。２年生から専門の授業
が本格的にはじまり、深く掘り
下げて学んでいます。
　サークルはサ
イクリング部で
す。今年の春合
宿は沖縄へ行き、
11 日間かけて本
島を一周しまし
た。自転車ツー
リングは、お互

IT 企業から内定
をいただきまし
た。この会社は、
地元で生産され
た白米や独自製
法の発芽玄米の
販売も行ってい
ます。女性が長

く働ける職場で、アイデアがあ
ればだれでも食品事業など新規
の提案ができるということで、
大学での知識を活かしていきた
いと思っています。就職後のた
めに、今は応用情報技術者試験
と簿記の勉強をしています。

　生命科学を学び
た く て 入 学。今、
卒業研究で、分裂
酵母を使って染色
体やミトコンドリ
アを研究していま
す。また、情報系も
学べて良かったと
思っています。プログラミング
は一つ理解できたときがとても
嬉しくて、また次へと進んでい

けます。大変でしたが、
楽しかったですね。
　就職は、むかわ
町に本社がある

では、共同作業や結果発表等で
コミュニケーション能力やプレ
ゼンテーション能力が養われ、
今後に活きると思います。
　目標を持って入学することは
大事ですが、特にやりたいこと
がなくても大丈夫。自分がそう

であったよう
に、ここで授業
をしっかり受け
ていれば、興味
深いことや将来
につながるこ
とが必ず見つ
かります。

IT企業を第一志望に
就職活動し、ソフトウエア

やシステム開発を行っている会
社から内定をいただきました。
　生命工学科は、生命科学系と
情報系の両方が学べるのが大き
な強みです。プログラミングは
得意だったので一番
力を入れて勉強しま
したが、生命科学系
の授業も、みんな
に助けてもらいな
がら頑張りました。
バイオテクノロジー
実習や生物学実験

サークルでいろいろな人たちとの出会い 生命科学系と情報系、両方学べるのが強み

本格的に始まった卒業研究

卒業研究の仲間とサイクリング部の夏合宿、
沖縄の海中道路の近くにて

よく利用する工学部図書室

奥田由佳
おく だ ゆ か
生命工学科３年

卒業研究では、小さな気付きであ
ってもよいので、何かひとつ世界
初の「発見」やユニークな「ひらめ
き」を経験してほしいと思います。
分子遺伝学と細胞工学的手法を駆
使し、分裂酵母をモデル細胞にし
て、染色体やミトコンドリアのゲ
ノム工学的研究をしています。

植物は、動物とは異なり移動する
ことができません。これは、見方を
変えると、植物は移動しなくても
環境に適応し生存できる能力を持
つことを意味しています。本研究
室では、分子生物学的手法を用い
て、植物の生存能力の秘密を明ら
かにしようとしています。

脳波計測とそのデータ解析によっ
て、様々な視覚刺激に対する認知
および想起時の脳活動に関する時
空間的解明を行っています。この
研究で、トランプカードの中から
人が思い浮かべたカードを脳波で
判別することに成功し、カード当
てマジックが科学的に可能となり
ました。
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T O P I C S 卒業後　進路の

上級バイオ技術者認定試験 本学合格率81.8%
（全国平均52.2%）

2014年度

生命工学科の学生は毎年、バイオ技術者認定試験（※）を受験しています。2014
年度上級試験は合格率 81.8％（全国平均 52.2％）と高い合格率となっています。
※バイオ技術者認定試験とは、バイオ技術の進歩に対応しての総合学力を認定する試験
　です。 取得した資格はバイオ技術に関する就職や経歴に有効に活用されています。

基本情報技術者試験の受験をバックアップ!
生命工学科は、情報系カリキュラムも充実し、知識とスキルを身につけていきま
す。基本情報技術者試験の一部（午前試験）免除の申請を近々行う予定で、情
報系企業への就職がさらに有利となります。

視覚情報処理実験室で脳波計測実験

学内合同企業説明会の様子

高性能顕微鏡用暗室

動物実験室 生命系共同実験室 計算機実習室4

生命系学生実験室

分裂酵母のミュータントや遺伝子組換え体
を高性能蛍光顕微鏡を使って解析する

髙橋 考太 研究室
〈細胞工学・分子遺伝学〉

山ノ井 髙洋 研究室
〈数理工学・生体工学〉

新沼　協 研究室
〈植物分子生物学・植物生理学〉

研究室訪問 大学4年間の集大成となる卒業研究がスタートしました！施設紹介 最新の研究教育施設を設置しています。

予想される生命科学系の進路

生命科学系に重きを置く学生の活動状況をみると、食品や製薬・化粧品
関連等、生命に関連深い業界を視野に入れています。また職種は、商品開
発・品質管理・技術営業等の学科の専門分野を活かした職種を目指す学
生や、研究職を目標に大学院進学を希望する学生がいます。

一方の情報系では、ＩＴ業界を中心に活動し、道内だけに止まらず、道外
に活躍の場を求める学生もいます。ＩＴ技術者を目指すことはもちろんで
すが、生命科学を学んだ生命工学科の学生だからこそ、第六次産業型（農
業×加工×流通システム等）企業のニーズに応えることができます。

業種：バイオ関連、農林水産および食品加工関連、医療・製薬・化学・化粧品関連、臨床検査、動物実験、植物、環境
評価・計測、バイオ研究支援、大学、私的研究所、公的研究機関、エネルギー関連などのバイオ産業分野など 

職種：研究、開発、分析、安全性試験、生産管理、品質管理、MR（医薬情報担当者）、技術営業など

植物を見ながら仲間とディスカッション
して理解を深める
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昨
年
、
平
成
26
年
は
三
浦
綾

子
先
生
が
代
表
作
『
氷
点
』
を
世

に
送
り
出
し
て
50
周
年
記
念
の

年
で
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、
一

回
だ
け
の
文
学

賞
と
し
て
一
般

か
ら
広
く
募
集

さ
れ
た
の
が
「
三
浦
綾
子
記
念

文
学
賞
」
で
す
。

私
は
こ
の
募
集
を
新
聞
で
見

て
挑
戦
し
た
結
果
、
自
分
で
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
の

で
す
が
（
応
募
す
る

か
ら
に
は
も
ち
ろ
ん

い
い
結
果
に
な
れ
ば

い
い
と
は
思
い
つ

つ
、
な
か
な
か
思
う
通
り
の
結

果
に
な
ら
な
い
こ
と
も
今
ま
で

の
経
験
で
分
か
っ
て
い
ま
し
た

の
で
…
）、
賞
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
光
栄
な
こ

と
で
、
今
も
背
筋
が
伸
び
っ
ぱ

な
し
で
す
。

今
夏
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
か

ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
受
賞
作

『
颶
風（
ぐ
ふ
う
）の
王
』は
、
主

に
北
海
道
、
一
部
東
北
を
舞
台

に
、
明
治
か
ら
平
成
の
現
在
に

か
け
て
馬
と
関
わ
り
あ
っ
た
一

族
の
物
語
で
す
。
食
料
と
し
て

の
馬
、
経
済
動
物
と
し
て
の
馬
、

保
護
す
る
対
象

と
し
て
の
馬
な

ど
、様
々
な
形
で

人
間
と
寄
り
添

う
こ
と
に
な
っ

た
馬
の
姿
を
、時

代
の
流
れ
や
価

値
観
の
変
動
を
踏
ま

え
て
書
き
ま
し
た
。

『
颶
風
の
王
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
は
、
本
文

を
書
い
て
い
る
終
盤
で
決
め
た

も
の
で
す
。
も
と
も
と
題
名
を

考
え
る
の
が
苦
手
で
悩
ん
で
い

た
時
、
た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
の
天

気
予
報
を
見
て
い
た
ら
気
象
予

報
士
さ
ん
が
昔
の
言
葉
で
強
風

を
意
味
す
る
（
辞
書
に
よ
っ
て

違
う
よ
う
で
す
が
）「
颶
風
」
と

い
う
言
葉
を
紹
介
し
て
い
た
の

を
見
か
け
、
ピ
ン
と
き
て
名
づ

け
た
の
で
し
た
。

し
か
し
い
ざ
受
賞
・
出
版
と

な
っ
た
時
、
本
の
題
名
に
難

読
・
非
常
用
漢
字
は
使
わ
な
い

方
が
い
い
と
知
り
、
軽
く
青
ざ

め
ま
し
た
。
編
集
部
の
方
か
ら

も
改
題
を
提
案
さ
れ
た
の
で
す

が
、
な
か
な
か
い
い
代
替
案
が

見
つ
か
ら
ず
、
選
考
委
員
の
先

生
が
『
颶
風
の
王
』
   の
名
を
気
に

入
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
結
局
こ
の
ま
ま
に
な
り

ま
し
た
。（
店
頭
で
見
か
け
た

ら
、
面
倒
臭
い
タ
イ
ト
ル
だ
と

引
か
な
い
で
や
っ
て
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
…
）

題
名
に
つ
い
て
は
色
々
あ
り

ま
し
た
が
、
物
語
は
「
颶
風
」
の

よ
う
な
強
い
逆
風
吹
き
す
さ
ぶ

中
で
も
、
大
地
に
足
を
つ
け
て

し
っ
か
り
生
き
て
き
た
人
間
達

と
馬
達
の
物
語
で
す
。
ま
た
、
強

風
と
い
う
と
災
害
の
イ
メ
ー
ジ

が
ど
う
し
て
も
つ
い
て
回
り
ま

す
が
、
停
滞
し
た
空
気
を
拭
き

飛
ば
し
、
新
た
な
局
面
に
導
く

も
の
、
と
い
う
意

味
で
も
作
中
で

使
っ
て
い
ま
す
。

私
は
本
業
で
畜
産
（
酪
農
・

緬
羊
）を
し
て
お
り
、
生
き
死
に

と
の
関
わ
り
合
い
が
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
時
折
、
生

き
物
の
野
蛮
さ
と
強
靭
さ
に
は

っ
と
目
を
開
か
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な「
た
だ
生
き

る
た
め
だ
け
に
生
き
る
」
    こ
と

の
強
さ
と
意
義
が
、
こ
の
物
語

を
通
し
て
、
お
手
に
取
っ
て
下

さ
っ
た
誰
か
に
届
け
ば
い
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

本
書
は
多
言
語
・
多
民
族
国

家
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い

て
、
２
０
０
７
年
以
降
２
０
１

１
年
の
間
生
じ
た
「
分
裂
危
機
」

の
背
景
と
政
治
過
程
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
が

今
ま
で
継
続

し
て
き
た
ベ

ル
ギ
ー
政
治

研
究
を
総
括
し
、
比
較
政
治
学

的
な
方
法
論
を
用
い
て
、
か
つ

な
る
べ
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
の
北
部
フ
ラ
ン
デ

レ
ン
地
方
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
と
な
ら
び
、
現

在
西
欧
の
分
離
独
立
運
動
が
最

も
激
し
い
地
域
と
さ
れ
る
。
な

ぜ
か
。
ベ
ル
ギ
ー
は
建
国
以
来

の
言
語
対
立
を
克
服
し
よ
う
と

し
て
分
権
化
を
進
め
て
連
邦
制

を
導
入
し
た
。
し
か
し
、
特
に
１

９
９
０
年
代
以
降
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
す
る
な
か
で
生
じ

た
政
党
間
競
争
の
激
化
に
よ
っ

て
、
各
政
党
が
地
域
・
民
族
主

義
化
し
、
い
わ
ば
連
邦
制
導
入

の
逆
説
的
効
果
が
生
じ
た
こ
と

を
本
書
は
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
書
は「
で
は
、
な

ぜ
分
裂
し
な
い
の

か
」
と
い
う
問
題
も

扱
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
分
裂
を
声
高
く

叫
ぶ
ア

ク
タ
ー

は
確
か

に
存
在

す
る
の

に
、
少

な
く
と

も
現
時
点
で
分
裂
は
生
じ
て
い

な
い
。「
分
裂
危
機
」
は
生
じ
る

が
現
実
の
「
分
裂
」
に
は
至
ら
な

い
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
れ
も

ま
た
連
邦
制
導
入
の
効
果
で
あ

る
と
論
じ
る
。
そ
し
て
「
分
裂
」

と
は
、
一
部
政
治
家

に
よ
る
、
政
治
的
動

員
と
集
票
の
た
め
の

言
説
で
あ
る
に
す
ぎ

な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。

た
だ
し
、
な
ぜ
「
国
家
の
分

裂
」
な
ど

と
い
う
重

大
事
態
が

選
挙
の
際
に
集
票
言
説
と
し
て

用
い
ら
れ
る
の
か
。
そ
こ
に
潜

む
「
国
家
」
の
存
在
感
の
、
一
抹

の
「
軽
さ
」
は
な
ぜ
生
じ
て
い
る

の
か
。
以
上
の
問
題
を
な
る
べ

く
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
御
笑
覧
く
だ
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

『颶風の王』
角川書店 2015年

『連邦国家ベルギー
繰り返される分裂危機』

吉田書店 2015年

「
颶�

風�
�

」の
中
、生
き
抜
く
人
間
と
馬
の
物
語

ベ
ル
ギ
ー「
分
裂
危
機
」の
背
景
と
政
治
過
程

を自著自著自著自著
語る語る語る 2
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本
学
卒
業
生
で
あ
り
画
家
の

故
髙
山
洋
夫
氏
（
昭
和
39
年
度

卒
・
経
済
学
部
経
済
学
科
12
期

生
）
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

こ
の
度
、
本
学
へ
絵
画
作
品
「
沈

黙
の
光
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
深
い
感
謝
を
表
す
た
め
、

７
月
14
日
、
ご
遺
族
へ
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。
感
謝
状
文
面
は
以

下
の
通
り
で
す
。

「
あ
な
た
は
、
本
学
経
済
学
部

を
卒
業
さ
れ
た
後
永
き
に
亘
っ

て
精
力
的
な
創
作
活
動
に
専
念

さ
れ
た
画
伯
 髙
山
洋
夫
様
の
ご

遺
志
に
も
と
づ
き
、
大
作
「
沈
黙

の
光
」
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
八
万
人
を
超
え
る
本
学
卒

業
生
の
な
か
に

あ
っ
て
異
彩
を

放
つ
髙
山
洋
夫

様
の
生
前
の
ご

活
躍
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も

に
、本
学
は
、学

歌
に
詠
わ
れ
る

「
永
劫
の
心
の

す
み
か
」
に
た

い
す
る
尊
い
母

校
愛
に
深
甚
の

感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
」

髙
山
洋
夫
氏
絵
画
寄
贈

ご
遺
族
に
感
謝
状

寄贈された絵画「沈黙の光」前にて
（左が髙山氏の奥様の宮原ミユキ氏）

今
年
度
の
第
１
回
大
学
院
進

学
説
明
会
が
７
月
４
日
（
土
曜

日
）
午
後
１
時
か
ら
本
学
６
号
館

校
舎
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本

学
に
は
修
士
・
博
士
（
後
期
）
課

程
が
設
置
さ
れ
て
い
る
経
済

学
・
経
営
学
・
法
学
・
文
学
・

工
学
の
５
研
究
科
、
さ
ら
に
弁
護

士
・
裁
判
官
の
登
竜
門
で
あ
る

専
門
職
大
学
院
と
し
て
の
法
科

大
学
院
（
法
務
研
究
科
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
本
学
大
学
院
の
卒

業
生
も
す
で
に
８
８
０
名
を
超

え
、
教
育
界
を
は
じ
め
各
界
で
活

躍
し
て
い
る
。

今
回
の
進
学
説
明
会
で
は
、
北

海
学
園
大
学
卒
業
予
定
者
の
み

な
ら
ず
、
他
大
学
卒
業
予
定
者
、

さ
ら
に
は
社
会
人
も
多
数
参
加

し
、
本
学
大
学
院
へ
の
関
心
の
高

さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
説
明
会
の
前

半
で
は
、
全
体
説
明
と
し
て
就
学

に
備
え
て
の
奨
学
金
制
度
の
説

明
を
行
い
、
そ
の
後
は
研
究
科
ご

と
に
個
別
相
談
に
当
た
り
、
入
学

試
験
（
一
般
受
験
･社
会
人
特
別

受
験
）
制
度
や
入
学
後
の
学
修
・

研
究
環
境
な
ど
履
修
全
般
に
つ

い
て
説
明
し
、
参
加
者
の
質
問
に

答
え
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
大

学
院
生
の
就
職
情
報
の
提
供
を

目
的
に
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ

ー
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

今
後
も
進
路
選
択
に
役
立
つ
情

報
提
供
を
目
的
に
、
進
学
相
談
会

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

第
２
回
大
学
院
進
学
説
明
会

は
、
12
月
５
日
（
土
曜
日
）
午
後

１
時
か
ら
本
学
豊
平
校
舎
６
号

館
校
舎
で
開
催
す
る
。

大学院進学説明会（個別説明会）

大
学
院
進
学
説
明
会

平
成　

年
度

27

経
済
学
部
経
済
学
科

（
平
成
13
年
度
卒
･49
期
生
）

は
１
・
５
倍
に
増
え
た
。
こ
の
人

気
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
今

の
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。「『
マ

ッ
サ
ン
』
の
最
後
の
撮
影
が
余
市

の
ニ
ッ
カ
で
行
わ
れ
、
主
演
の
玉

山
さ
ん
も
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
さ
ん

も
、
北
海
道
が
第
二
の
故
郷
だ
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
こ
の
人
気
を
余
市
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
後
志
全
体
、
そ
し
て
北
海

道
全
体
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
嶋
町
長
は
言

う
。
さ
ら
に
、「
今
回
の

『
マ
ッ
サ
ン
』
を
含
め
、
改
め
て
先

人
の
文
化
遺
産
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
余
市
の
成
り
立

ち
は
リ
ン
ゴ
で
あ
り
、
ニ
シ
ン
で

あ
り
、
ウ
イ
ス
キ
ー
で
あ
り
、
こ

れ
ら
先
人
の
足
跡
を
次
の
世
代

に
し
っ
か
り
語
り
継
い
で
い
く

責
任
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」。

ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
に
生
涯

を
捧
げ
、
日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の

父
と
言
わ
れ
た
竹
鶴
政
孝
。
そ
の

精
神
は
、
今
も
な
お
こ
の
蒸
溜
所

に
息
づ
い
て

い
る
。

蒸溜棟内の単式蒸溜器
（ポットスチル）

余市では世界でも非常
に稀な「石炭直火蒸留」
という蒸留法が現在も
行われている

石造り平屋建ての第一貯蔵庫と樽

政孝が過ごした
和室。竹と鶴の
掛け軸がかけら
れ、畳縁のがら
も竹と鶴

朝
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
マ
ッ
サ

ン
』
で
話
題
に
な
っ
た
ニ
ッ
カ
ウ

ヰ
ス
キ
ー
余
市
蒸
溜
所
。
昭
和
９

年
に
創
業
者
・
竹
鶴
政
孝

�
�
�
�
�
�
�
�

に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
、
今
も
ウ
イ
ス
キ

ー
原
酒
を
製
造
し
て
い
る
。
敷
地

面
積
は
13
万
２
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
東
京
ド
ー
ム
３
つ
分
に
あ
た

る
。
平
成
16
年
に
北
海
道
遺
産
に

認
定
さ
れ
、
平
成
17
年
、
敷
地
内

の
建
造
物
９
棟
が
国
の
登
録
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
登
録
さ

れ
た
。
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ

ー
株
式
会
社
北
海
道
工
場

総
務
部
長
・
古
屋
野
義
一

氏
に
蒸
溜
所
内
を
案
内
し
て
頂

い
た
。

「
日
本
で
本
物
の
ウ
イ
ス
キ
ー

を
つ
く
る
」
と
い
う
夢
の
実
現
の

た
め
に
単
身
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
渡
り
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
を

学
ん
で
き
た
竹
鶴
は
、
こ
こ
余
市

町
を
選
ん
で
操
業
を
始
め
た
。
山

と
海
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
水
と
澄

ん
だ
空
気
、
冷
涼
で
湿
潤
な
気
候

風
土
が
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
本
場
で

あ
り
妻
リ
タ
さ
ん
の
故
郷
で
も

あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
似
て

い
た
か
ら
だ
。

正
門
を
く
ぐ
る
と
景
色
は
一

変
す
る
。
赤
い
屋
根
の
軟
石
造
り

の
建
物
群
と
手
入
れ
の
行
き
届

い
た
樹
木
や
芝
が
調
和
し
、
異
国

情
緒
が
漂
う
。

正
門
を
含
む
事
務
所
棟
は
、
今

で
も
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
門
の
上
は
貴
賓
室
。
以

前
は
役
員
会
議
室
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
。
正
門
の
す
ぐ
前
に

は
、
パ
ゴ
タ
屋
根
と
呼
ば
れ
る
特

徴
的
な
屋
根
の
乾
燥
棟
（
キ
ル
ン

塔
）
が
あ
り
、
蒸
溜
所
の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
蒸
溜

棟
に
は
単
式
蒸
溜
器
（
ポ
ッ
ト
ス

チ
ル
）
が
並
び
、
世
界
で
も
非
常

に
稀
な
「
石
炭
直
火
蒸
留
」
と
い

う
蒸
留
法
が
現
在
も
行
わ
れ
て

い
る
。
旧
竹
鶴
邸
は
、
郊
外
に
あ

っ
た
も
の
を
平
成
14
年
に
移
築

し
、
復
元
さ
せ
た
も
の
。
西
洋
風

の
建
物
だ
が
和
室
も
あ
り
、
内
装

に
も
和
風
意
匠
が
多
く
施
さ
れ

て
い
る
。

ニ
ッ
カ
と
余
市
町
の
結
び
つ

き
は
固
い
。
余
市
町
の
嶋�

�

保
�
�
�

町

長
（
本
学
経
済
学
部
･昭
和
52
年

度
卒
）
は
、「
余
市
は
も
と
も
と
ニ

シ
ン
で
栄
え
た
漁
業
の
町
で
、
一

本
気
の
あ
る
と
こ
ろ
。（
余
市
に

来
た
当
初
か
ら
）
竹
鶴
さ
ん
は
農

家
の
余
っ
て
い
た
リ
ン
ゴ
を
買

っ
て
く
れ
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
入
れ
て

く
れ
た
り
、（
感
謝
の
気
持
ち
は
）

代
替
わ
り
し
て
も
町
民
の
な
か

に
残
っ
て
い
る
」
と
語
る
。
そ
し

て
今
や
、
道
外
で
も
余
市
と
言
え

ば
「
ニ
ッ
カ
の
余
市
で
す
ね
」
と

し
っ
か
り
認
知
さ
れ
て
い
る
。

『
マ
ッ
サ
ン
』
効
果
で
、
観
光
客

文化遺産
たずねてを

ニッカウヰスキー
余市蒸溜所
（余市町）ウ

イ
ス
キ
ー
づ
く
り
へ
の
情
熱
今
も
息
づ
く

余市町長の嶋保氏

正門の上にある貴賓室。かつては
役員会議室として使われていた

ニッカウヰスキー余市蒸溜所の正門
（北海道余市郡余市町黒川町７−６）

元研究室。現在はリ
タハウスと名付けら
れている

正門上の貴賓室から見た蒸留所。右から乾燥棟（キルン
塔）、粉砕・糖化棟、発酵棟、中央の通路の左側が蒸溜棟

旧竹鶴邸。郊外にあった住
居を平成14年に蒸溜所内へ
移築し復元させた
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ー
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
か
。

谷
口
氏

小
中
高
の
教
員
を
対
象

に
、
知
財
教
育
の
普
及
を
目
的
と

し
た
研
究
会
を
全
国
各
地
で
実

施
し
た
り
、
２
０
１
３
年
度
に
は

知
財
教
育
関
係
者
の
国
際
交
流

を
目
的
に
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
員

向
け
の
知
財
教
育
に
関
す
る
理

論
や
事
例
を
ま
と
め
た
書
籍
も

発
刊
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
知
的
財
産
立
国
を
宣

言
し
て
15
年
ほ
ど
経
ち
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
海
外
に
比
べ
て
知

財
教
育
は
遅
れ
て
い
ま
す
。
新
た

な
発
明
を
生
み
出
す
た
め
の
発

想
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
盛
ん
な
中

国
で
は
、
国
際
特
許
出
願
件
数
が

急
激
に
増
加
し
て
い
る
と
い
っ

本
学
法
学
部
卒
業
の
谷
口
牧

子
氏
を
含
む
日
本
知
財
学
会
知

財
教
育
分
科
会
研
究
グ
ル
ー
プ

５
名
が
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
科

学
技
術
賞
（
理
解
増
進
部
門
）
を

受
賞
し
、
４
月
15
日
に
文
部
科
学

省
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。「
知

財
教
育
の
理
論
的
及
び
実
践
的

研
究
と
普
及
啓
発
」
に
貢
献
し
た

も
の
と
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
っ
た
。
以
下
、
谷
口
氏
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

た
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。
日
本

は
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
特

許
よ
り
、「
改
良
に
よ
る
特
許
」
や

「
使
い
方
の
違
い
に
よ
る
特
許
」

の
出
願
が
多
い
の
で
す
が
、
新
た

な
発
明
を
生
み
出
す
「
基
本
特

許
」
こ
そ
が
特
許
の
世
界
で
は
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
基
本
特

許
」
を
押
さ
え
、
世
界
中
の
企
業

へ
特
許
の
権
利
を
貸
し
出
す
と
、

莫
大
な
収
益
を
得
ら
れ
ま
す
。
そ

の
収
益
が
研
究
費
用
と
な
り
、
ま

た
新
た
な
発
明
を
生
み
出
し
て

い
く
「
知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
」
を

上
手
く
回
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
発
想
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

の
知
財
教
育
を
し
っ
か
り
受
け

る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
え
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
の
知
財
教
育
に
必

要
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

谷
口
氏

文
系
・
理
系
両
方
の
知

識
で
す
。
営
業
マ
ン
が
、
自
社
製

品
の
工
学
的
な
構
造
等
、
知
的
財

産
と
し
て
の
価
値
を
き
ち
ん
と

理
解
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
の
と
、
し
な

い
の
と
で
は
売
り
込
み
方
が
全

く
違
っ
て
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の

大
学
で
は
、
経
済
・
法
律
系
に
進

む
学
生
も
工
学
系
の
基
礎
を
学

ん
で
い
ま
す
。
知
財
関
連
法
と
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
備
え
、
か
つ
工

学
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
と

鬼
に
金
棒
で
す
。

ー
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

谷
口
氏

今
の
学
生
は
、
生
き
る

力
が
足
り
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
生
き
る
た
め
に
必
要
な
知
恵

等
を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て
も
、

大
学
を
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

最
初
か
ら
誰
か
に
頼
ら
ず
、
好
奇

心
旺
盛
に
何
で
も
自
分
で
考
え

る
こ
と
で
新
し
い
も
の
が
生
み

出
せ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
力
を

つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【
昭
和
60
年
度
 法
学
部
１
部
法
律

学
科
卒
、
平
成
７
年
 大
学
院
法
学

研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
単
位
修

得
退
学
、
平
成
９
年
 博
士（
法
学
）】

◆

◆

◆

旭
川
工
業
高
等
専
門
学
校
 教
授
 谷
口
牧
子
氏

文
部
科
学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞

日
本
の
知
財
教
育
を
普
及
啓
発

総会・懇親会「同窓の夕べ」第８回ホームカミングデー第８回ホームカミングデー 総会・懇親会「同窓の夕べ」

大丸プレイガイド、道新プレイガイド、北海学
園生協書店G’booKsにて販売いたします。
また、卒業期評議員、地域・職域支部評議
員、各学部世話人、協力団体、同窓会事務
局へお問い合わせください。

会券

購入方法

お問い合わせ 北海学園大学同窓会事務局　TEL 011-841-1161（内1148・1168）

5,000円（税込）

総 会／18:00～18:30
同窓の夕べ／18:30～20:30 

◆お楽しみイベント
○カントリー＆ウエスタン研究会OB Likely Faces ライブ
○北海学園大学 フリーフォームレスジャズオーケストラ ライブ
○学園グレイトビンゴ

同窓会 INFORMATION

受付場所

話し手

日時

受付 7号館1階エントランス
10月1０日（土）
9:30～

10:00～14：30

◆講  演

◆三浦文学全国移動展 ー三浦綾子記念文学館所蔵物展示ー

「『学園かえるカフェ』羊飼い、ときどき、作家 三浦綾子文学賞作家・河﨑秋子の世界」

10月10日～12日の3日間開催！

河﨑秋子氏（作家、羊飼い、経済学部卒業生）

展示物 『銃口』　7号館1階ホール

聞き手
進  行

田中綾 人文学部教授、 古林英一 経済学部教授
樽見弘紀 法学部教授

7号館D20番教室10:00～12:00
会場

日時

受付

札幌パークホテル 3階パークホール

10月2４日（土）
17:30～ 開場 18:00～

12:00～14:30

11:00～17:00

7号館前特設テント
11:30～13:00

◆「北海マルシェ」産直～学園大
　OBによる野菜と果物即売会

◆学食deランチ

生協食堂内スペース 生協食堂

1号館1階 入試部前スペース

10:00～16:00
◆毎年大好評！ 無料カイロ施術

◆写真部OB会写真展

府
の
政
策
な
ど
、

経
済
の
仕
組
み
が

わ
か
っ
て
く
る
と

ど
ん
ど
ん
勉
強
が

面
白
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。ま
た
、国

際
関
係
論
の
授
業

で
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教
や
考
え
方

を
学
ん
だ
り
、
国
際
事
情
で
先
生

と
意
見
交
換
し
た
り
、
経
済
学
史

で
マ
ル
ク
ス
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
、
ケ
イ
ン
ズ
な
ど
の
理
念
と
そ

の
時
代
の
経
済
状
況
を
理
解
し

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
授
業
か
ら
視

野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

勉
強
は
楽
し
い
け
れ
ど
、
母
国

語
で
は
な
い
の
で
、
や
は
り
大
変

で
す
。
授
業
を
録
音
し
、
家
で
も

復
習
し
て
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
は

英
語
で
調
べ
て
か
ら
翻
訳
す
る

小
学
生
の
頃
に
日
本
の
ア
ニ

メ
を
見
て
か
ら
、
日
本
は
私
の
憧

れ
の
国
で
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
３
年
間
日
本
語

を
勉
強
し
、
徴
兵

で
２
年
間
軍
隊

に
入
っ
た
後
、
日

本
語
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
た
く
て
日
本
へ
の
留
学
を

決
め
ま
し
た
。

日
本
語
学
校
に
１
年
半
通
い
、

北
海
学
園
大
学
に
入
学
。
将
来
、

日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
で
貿

易
の
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
経
済

学
部
で
学
ん
で
い
ま
す
。
お
金
の

循
環
と
か
、
円
高
円
安
が
ど
の
よ

う
に
起
こ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
や
政

の
で
、
人
の
２
倍
く
ら
い
の
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で

も
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
覚
悟
し
て

き
た
こ
と
。
経
済
も
人
生
も
、
良

い
時
と
悪
い
時
の
波
が
あ
り
ま

す
が
、
悪
い
時
や
大
変
な
時
か
ら

学
ぶ
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
諦
め
な
い
心

は
軍
隊
で
養
わ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

課
外
活
動
と
し
て
は
、
大
学
の

留
学
生
会
の
会
長
を
務
め
て
お

り
、
留
学
生
の
相
談
を
受
け
た

り
、
日
本
人
と
の
交
流
会
や
送
別

会
、
誕
生
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
と
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
留
学
生
は
学
部
に
６
人
、
短
期

が
１
人
。
留
学
生
が
少
な
い
の
が

寂
し
い
と
こ
ろ
で
、
今
度
、
以
前

通
っ
て
い
た
日
本
語
学
校
を
訪

ね
、
北
海
学
園
大
学
の
宣
伝
を
し

よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軍
隊
で
身
に
つ
け
た
護

身
術
を
大
学
の
サ
ー
ク
ル
や
市

内
の
道
場
で
教
え
て
お
り
、
日
本

に
来
て
か
ら
も
ジ
ム
に
通
っ
て

体
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

私
は
愛
国
心
が
人
一
倍
強
い

で
す
が
、
日
本
も
同
じ
く
ら
い
好

き
で
す
。
日
本
人
は
皆
優
し
く
、

大
学
で
も
、
自
己
主
張
し
な
い
の

は
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
な
の
で

し
ょ
う
。
で
も
、
ゼ

ミ
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
は
も
っ
と

み
ん
な
と
議
論
し
た
い
で
す
ね
。

将
来
は
、
北
海
道
の
農
産
物
を

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
輸
出
し
た
り
、

双
方
に
企
業
を
誘
致
し
て
雇
用

を
増
や
す
な
ど
、
両
国
の
経
済
発

展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

あ
と
２
年
。
夢
に
向
か
っ
て
、

も
っ
と
も
っ
と
国
際
経
済
や
貿

易
に
関
す
る
こ
と
を
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経済学部経済学科２年

ウォン イン
ウン ジョバン

貿
易
で
母
国
と
日
本
の
経
済
発
展
を
目
指
す

私の
学び
私私のの
学学びび
私の
学び

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
く
元
気
よ
く
、

ゼ
ミ
と
部
活
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
中

心
に
ア
ピ
ー
ル
。「
き
れ
い
事
を

言
う
よ
り
、
ど
れ
だ
け
汗
を
か
い

て
き
た
か
を
話
し
ま
し
た
。
後
輩

に
は
、
準
備
期
間
を
し
っ
か
り
設

け
、
自
分
は
ど
う
い
う
こ
と
を
し

て
き
た
の
か
、
何
を
や
り
た
い
の

か
を
じ
っ
く
り
考
え
て
ほ
し
い
。

社
会
に
出
て
か
ら
後
悔
し
な
い

よ
う
、
納
得
す
る
ま
で
や
る
の
が

一
番
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

大
学
生
活
に
お
い
て
は
「
交
友

関
係
を
増
や
し
て
お
く
こ
と
。
社

会
人
に
な
っ
た
今
で
も
連
絡
を

取
り
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
話
し
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。
旅
行
で
も
い

い
し
、
好
き
な
こ
と
を
突
き
詰
め

る
の
も
い
い
、
勉
強
や
部
活
、
ア

ル
バ
イ
ト
で
も
い
い
。
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
刺

激
を
受
け
る
こ
と
が
、
社
会
に
出

た
と
き
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に

な
る
と
思
い
ま
す
」。

に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」と
先
を
見
据
え
て
い
る
。

大
学
時
代
は
「
そ
ん
な
に

勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
」
と

謙
遜
す
る
が
、
民
法
の
ゼ
ミ

で
は
主
に
交
通
事
故
の
事
例

研
究
か
ら
、
法
的
思
考
能
力

を
養
っ
て
き
た
。「
社
会
に
出

て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
発
言
す
る
機
会
が
あ
り
、

ゼ
ミ
で
の
議
論
が
役
だ
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」。

部
活
は
陸
上
部
で
、
中
学

１
年
か
ら
や
っ
て
い
た
走
り

幅
跳
び
を
大
学
で
も
続
け
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
。
ア

ル
バ
イ
ト
も
１
年
次
か
ら
卒

業
ま
で
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
店
で

続
け
た
。

就
職
活
動
は
「
最
初
は
大

変
で
し
た
が
、
途
中
か
ら
楽

し
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
企
業
の
方
々
と
お
話
し

で
き
て
、
社
会
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。
面
接
で
は
ス

軒
を
回
り
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。「
ど
う
や

っ
た
ら
売
上
が
伸
び
る
か
、
そ
の

仕
組
み
作
り
を
や
っ
て
い

ま
す
。
代
理
店
さ
ん
の
ス
タ

ッ
フ
と
一
緒
に
考
え
て
行

動
し
て
も
ら
い
、
い
い
結
果

が
出
た
と
き
が
嬉
し
い
瞬

間
で
す
ね
」
と
や
り
が
い
を

話
す
。

技
術
も
サ
ー
ビ
ス
も

日
々
進
化
し
、
競
争
が
激
し

い
モ
バ
イ
ル
通
信
業
界
。
山

谷
さ
ん
は
「
今
は
一
人
一
台

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る

時
代
な
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
の
２
台
目
販
売
や
光

回
線
の
ド
コ
モ
光
の
販
売

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
販
売
に
つ
な
が

る
の
か
、
一
番
難
し
い
時
期

に
来
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た

ん
立
ち
戻
っ
て
、
お
客
様
の
た
め

に
何
が
一
番
い
い
の
か
、
ど
う
い

う
も
の
が
お
客
様
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
か
を
念
頭
に
置
き
、
常

入
社
し
て
５
年
目
に
入
っ
た

山
谷
さ
ん
は
、
旭
川
で
３
年
勤
務

し
た
後
、
札
幌
へ
異
動
と
な
っ

た
。
現
在
の
仕
事
は
、
販
売
代
理

店
と
な
っ
て
い
る
量
販
店
十
数

やま や とも ひろ

山谷 朋弘  
法学部法律学科（平成22年度卒・43期生）

株式会社ＮＴＴドコモ勤務

学生時代にたくさんの経験を

法学部OG

左が谷口牧子氏

し
て
平
成
18
年
４
月
に
「
教
務
セ

ン
タ
ー
」
が
設
け
ら
れ
た
。

◆
　
◆
　
◆

人
員
は
、
機
関
長
選
挙
で
選
ば

れ
た
教
務
セ
ン
タ
ー
長
を
筆
頭

に
、
教
務
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
は

事
務
長
を
含
め
事
務
職
員
が
６

名
、
非
常
勤
講
師
室
に
３
名
、
自

然
科
学
実
験
室
に
１
名
、
体
育
館

教
員
室
に
１
名
、
合
計
12
名
体
制

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
工
学
部

１
年
生
に
関
し
て
は
豊
平
の
教

務
セ
ン
タ
ー
内
に
窓
口
が
あ
る

た
め
、
工
学
部
の
職
員
１
名
が
常

勤
し
て
い
る
。

◆
　
◆
　
◆

教
務
セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事

は
、
一
般
教
育
科
目
と
教
職
課

程
・
図
書
館
学
課
程
・
社
会
教

育
主
事
課
程
・
学
芸

員
課
程
の
４
つ
の
課

程
に
関
す
る
業
務
全

般
と
、
非
常
勤
講
師
室

と
体
育
館
教
員
室
、
自

然
科
学
実
験
室
を
利

用
す
る
教
員
へ
の
サ

ポ
ー
ト
で
あ
る
。

大
学
に
は
、
全
学
的

な
教
務
事
項
を
統
一

的
か
つ
円
滑
に
遂
行

す
る
た
め
の
教
務
委

員
会
が
あ
り
、
教
務
セ

ン
タ
ー
長
が
委
員
長

を
務
め
、
各
学
部
か
ら

２
名
の
教
務
委
員
と

各
学
部
事
務
長
、
教
務

セ
ン
タ
ー
事
務
長
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
教
務
セ
ン
タ

ー
事
務
室
は
そ
の
事
務
全
般
を

担
当
す
る
。
教
務
委
員
会
は
、
大

大
学
に
は
教
育
研
究
や
学
生

生
活
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
部

署
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

今
号
か
ら
「
部
局
紹
介
」
を
シ
リ

ー
ズ
で
お
届
け
す
る
。
第
１
回

は
、
７
号
館
１
階
に
あ
る
「
教
務

セ
ン
タ
ー
」
を
採
り
上
げ
る
。

◆
　
◆
　
◆

本
学
に
は
平
成
10
年
３
月
ま

で
教
養
部
が
あ
り
、
語
学
、
体
育
、

一
般
教
養
科
目
を
担
当
す
る
教

員
が
所
属
し
て
い
た
。
同
年
４

月
、
大
学
の
組
織
改
革
に
よ
り
教

養
部
が
改
組
転
換
さ
れ
た
後
、
そ

の
業
務
の
一
部
と
、
教
職
課
程
な

ど
４
課
程
を
担
当
す
る
部
署
と

部局

紹介
教務センター

1

学
全
体
の
教

務
日
程
の

立
案
、
定
期

試
験
の
実

施
、
一
般

教
育
の
カ

リ
キ
ュ
ラ

ム
の
審
議
な

ど
を
行
っ
て
お

り
、
教
務
セ
ン
タ
ー

は
“
学
生
に
と
っ
て
重
要
な
事
項

を
取
り
扱
っ
て
い
る
委
員
会
を

担
当
す
る
部
署
”
で
も
あ
る
。

毎
年
５
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
る
『
世
界
の
言
語
と
文
化
の

モ
ザ
イ
ク
を
眺
め
る
』
が
テ
ー
マ

の
市
民
公
開
講
座
や
、
社
会
人
な

ど
学
生
以
外
の
人
を
対
象
と
し

た
「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も

教
務
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
。
こ

の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
５
つ
の

言
語
コ
ー
ス
（
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ

ン
ス
語
・
中
国
語
・
ロ
シ
ア

語
・
韓
国
朝
鮮
語
）
を
開
講
し
、

修
了
要
件
を
満
た
す
と
修
了
証

書
が
発
行
さ
れ
る
。
ま

た
、
教
務
セ
ン
タ
ー
は

学
部
に
と
ら
わ
れ
ず
、

多
様
な
分
野
の
研
究
業

績
を
発
表
す
る
『
学
園

論
集
』（
年
４
回
）
の
発

行
業
務
も
取
扱
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
務
セ
ン
タ
ー

の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
し

て
、
事
務
室
の
窓
口
で
は
、
一
般

教
育
や
各
課
程
の
履
修
、
課
程
の

資
格
取
得
な
ど
に
関
す
る
相
談

の
対
応
も
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
一
馬
書

記
は
「
特
に
教
職
免
許
状
の
取
得

は
学
生
の
就
職
や
将
来
に
か
か

わ
る
こ
と
。
誤
り
が
な
い
よ
う
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
指
導
し
て

い
ま
す
。
一
般
教
育
や
各
課
程
の

こ
と
で
少
し
で
も
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
気
軽
に
相
談
に
来
て
ほ
し
い
」

と
学
生
に
呼
び
か
け
る
。

大学の一般教育を束ねる機関

地理歴史・公民・商業社会経　　済
高等学校教諭1種免許状中学校教諭1種免許状学　科学 部

地理歴史・公民社会
社会
──
社会

地域経済
公民・商業経　　営
商業・情報経営情報
商業・情報経　　営

地理歴史・公民社会法　　律
地理歴史・公民社会政　　治
国語・地理歴史国語日本文化
英語・地理歴史英語英米文化
数学・工業数学社会環境工
数学・工業数学建　　築
数学・情報数学電子情報工
理科理科生 命 工

経 済
1・2部
経 営
1 部
経営2部
法

1・2部
人 文
1・2部

工

地理歴史・公民・商業社会経済政策
高等学校教諭専修免許状中学校教諭専修免許状専攻研究科

商業
社会
社会

──

──

国語

経 営 学
公民法 律 学
公民政 治 学

国語・地理歴史日本文化
英語・地理歴史英語英米文化

工業建設工学
数学数学電子情報工学

経済学
経営学

法 学

文 学

工 学

教育職員免許状の種類と教科

大
学
院

大　

学

教務センター事務室

学園論集
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教
授
 キ
ム
･ミ
ン
ベ
氏
、
同
教
授
 キ
ム
･イ
ン
チ

ェ
氏

▽
７
月
３
日

北
海
道
国
際
交
流
･協
力
総
合

セ
ン
タ
ー
専
務

理
事
 越
前
雅
裕

氏
、
同
部
長
 加

藤
修
氏
、
同
主

任
 松
居
慶
子

氏
、
研
究
生
 高

橋
深
雪
氏

▽
７
月
14
日

故
髙
山
洋
夫
氏
遺
族
 宮
原
ミ
ユ
キ
氏
、
経
済
学

部
12
期
生
 吉
田
寿
昭
氏
（
７
面
参
照
）

▽
７
月
21
日

タ
イ
･カ
セ
サ
ー
ト
大
学
経
済

学
部
長
 ヌ
チ
ャ
ナ
ー
タ
 マ
ン
グ
カ
ン
グ
氏
、

同
副
学
部
長
 チ
ョ
ラ
ー
ダ
 ル
ア
ン
グ
ピ
タ
ッ

ク
氏
、
同
教
授
 ア
ピ
チ
ャ
ー
ト
 ダ
ル
ー
ン
ペ

ー
ト
氏

▽
７
月
24
日

法
政
大
学
日
本
統
計
研
究
所
長

森
博
美
氏

▽
５
月
21
日

札
幌
市
消
防
局
消
防
司
令
長

山
本
暢
宏
氏
、
同
消
防
司
令
補
 向
原
大
祐
氏

▽
５
月
26
日

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
専
務
理

事
 松
本
道
男
氏

▽
６
月
５
日
豊
平
区
長
 三
井
一
敏
氏
 他
２
名

▽
６
月
11
日

経
済
学
部
12
期
生
 吉
田
寿
昭
氏

▽
６
月
11
日

法
学
部
･法
学
研
究
科
卒
業
生

谷
口
牧
子
氏

▽
６
月
17
日

経
営
学
部
特
別
講
師
・
北
海
道

財
務
局
長
 渡
辺
健
雄
氏

▽
６
月
27
日

韓
国
仁
荷
大
学

ロ
ー
ス
ク
ー
ル

研
究
科
長
 パ

ク
･シ
ー
ワ
ン

氏
、
同
副
研
究

科
長
 リ
ー
･キ

ョ
ン
ジ
氏
、
同

今年度就任した経済
学部長・佐藤信教授、経
営学部長・石嶋芳臣教
授、法学研究科長・佐藤
克廣教授に抱負などを
伺った。

─
法
学
研
究
科
の
特
色
は
？

佐
藤
克
廣
先
生

法
学
研
究
科
は

法
律
学
専
攻
と
政
治
学
専
攻
の

２
専
攻
を
お
き
、
ど
ち
ら
も
修
士

課
程
と
博
士
（
後
期
）
課
程
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
法
律
学
専
攻
で

は
、
現
代
法
学
の
基
礎
的
領
域
に

関
す
る
幅
広
い
素
養
と
法
理
論

を
掘
り
下
げ
る
高
度
な
能
力
の

涵
養
、
政
治
学
専
攻
で
は
、
地
域

社
会
に
根
ざ
し
国
際
社
会
に
通

用
す
る
民
主
主
義
の
推
進
に
必

要
な
政
治
現
象
の
分
析
と
検
討

に
資
す
る
学
識
の
修
得
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
博
士
（
後
期
）
課
程

で
は
、
一
層
高
度
で
専
門
的
な
理

論
的
・
実
証
的
研
究
を
推
進
し
、

専
門
領
域
で
学
界
の
間
隙
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
博
士
（
法

学
）
号
取
得
者

の
中
に
は
、
専

門
分
野
が
政
治

学
の
人
も
い
ま

す
。
ま
た
修
了

者
は
、
す
で
に

大
学
教
員
と
し

て
活
躍
す
る
な

ど
、
社
会
に
お

い
て
有
用
な
役

割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
方
々
ば

か
り
で
す
。
本
研
究
科
は
昼
夜
間

開
講
制
を
採
っ
て
お
り
、
大
学
院

で
の
夜
間
講
義
は
、
日
本
で
も
極

め
て
早
い
時
期
か
ら
始
め
ら
れ

た
の
が
特
徴
で
す
。

─
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

佐
藤
克
廣
先
生

こ
れ
ま
で
も
そ

う
で
し
た
が
、
近
年
で
は
、
社
会

で
活
躍
し
、
な
い
し
、
活
躍
さ
れ

た
方
た
ち
の
大
学
院
レ
ベ
ル
で

の
教
育
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

お
り
、
そ
う
し
た
方
々
に
水
準
の

高
い
勉
学
の
機
会
を
与
え
る
べ

く
、
研
究
者
の
充
実
、
指
導
水
準

の
高
度
化
を
図
っ
て
き
た
こ
と

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
若
い
大

学
院
生
た
ち
の
中
に
は
、
研
究
者

を
目
指
す
人
た
ち
も
い
ま
す
の

で
、
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
上
で

の
知
識
や
技
術
の
研
鑽
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
法
律
学
と

政
治
学
は
、
一
見
関
係
な
さ
そ
う

に
見
え
ま
す
が
、
権
力
行
使
を
支

え
る
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
と

い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

権
力
側
に
立
つ
の
で
は
な
く
、
市

井
の
人
々
に
と
っ
て
権
力
と
は

何
か
、
権
力
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
か

を
常
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
材
を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
院
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

佐
藤
克
廣
先
生

皆
さ
ん
勉
強
な

い
し
、
研
究
へ
の
情
熱
を
た
く
さ

ん
も
っ
て
大
学
院
の
門
を
く
ぐ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
情
熱
を
他
人
に
わ
か
る
よ

う
に
表
現
す
る
に
は
、
一
定
の
技

術
が
必
要
で
す
。
特
に
、
文
章
を

書
く
た
め
の
技
術
は
、
研
究
を
進

め
る
上
で
の
絶
対
的
条
件
で
す
。

た
く
さ
ん
の
論
文
を
読
み
、
ど
の

よ
う
な
文
章
が
自
分
自
身
の
研

究
分
野
で
は
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
に
常
に
気
を
配
る
こ
と
。
そ

し
て
、
自
分
の
書
い
た
文
章
が
、

専
門
論
文
の
要
求
水
準
に
応
え

て
い
る
か
を
常
に
客
観
的
な
目

で
評
価
す
る
こ
と
で
す
。
大
学
院

在
学
中
は
、
と
に
か
く
が
っ
ち
り

勉
強
や
研
究
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

佐
藤
克
廣
先
生

自
分
の
研
究
に

関
す
る
事
柄
に
１
日
全
く
触
れ

な
い
こ
と
は
な
く
、「
休
日
」
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
休
時
間
」
は
あ
り

ま
す
。
そ
の
「
休
時
間
」
に
毎
日
、

た
と
え
20
分
で
も
趣
味
の
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
を
吹
き
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
、
冬
は
ス
キ
ー
、
た
ま
に
プ

ー
ル
に
行
っ
て
泳
ぎ
ま
す
。

佐
藤
克
廣
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
す
ご
い
ジ
ャ
ズ
に
は
理
由
が
あ

る
』
岡
田
暁
生
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ス
ト
レ
ン
ジ
 著（
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
）、

『
憂
鬱
と
官
能
を
教
え
た
学
校

（
上
）（
下
）』
菊
地
成
孔
、
大
谷
能

生
 著
（
河
出
書
房
新
社
）

社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

指
導
水
準
の
高
度
化
と
充
実

教授

法学研究科長

佐藤 克廣
さ とう かつひろ

─
経
済
学
部
の
特
色
は
？

佐
藤
信
先
生

経
済
学
部
は
、
１

９
５
０
年
に
創
設
さ
れ
た
北
海

短
期
大
学
経
済
科
を
母
体
と
し
、

１
９
５
２
年
に
４
年
制
の
経
済

学
部
と
し
て
北
海
道
内
の
大
学

の
中
で
は
最
も
早
く
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
２
０
年
に
は
大
学

創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
経

済
学
部
も
同
時
に
70
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎
年
、
地

域
研
修
や
調
査
で
道
内
各
地
を

訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
へ
行

っ
て
も
本
学
卒
業
生
が
活
躍
し

て
い
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。
２
０

０
３
年
の
改
組
に
伴
い
経
済
学

科
・
地
域
経
済
学
科
の
２
学
科

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
の
学
科
も
、
４
年
間
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
活
動
を
通
し
た
学
習
が
基

本
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

２
０
１
２
年
か

ら
は
入
試
制
度

の
改
革
に
よ
っ

て
、
１
年
生
は

学
部
だ
け
に
所

属
し
、
経
済
学

部
の
基
本
と
な

る
科
目
を
共
通

に
学
ぶ
こ
と
に

し
ま
し
た
。
と

同
時
に
、
専
門
ゼ
ミ
の
選
考
を
11

月
か
ら
開
始
し
、
２
年
生
か
ら
の

自
分
の
学
び
た
い

専
門
分
野
を
じ
っ

く
り
と
考
え
る
期

間
を
つ
く
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
各
学

科
に
は
３
つ
の
コ

ー
ス
を
設
け
、自
分

の
問
題
関
心
や
ゼ

ミ
の
テ
ー
マ
な
ど

に
関
連
す
る
科
目

群
を
集
中
的
に
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま

す
。こ
の
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
学
ん
だ
最
初
の
学
生

が
今
年
４
年
生
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

─
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

佐
藤
信
先
生

私
が
本
学
に
赴
任

し
た
の
は
２
０
０
８
年
、
ま
る
７

年
が
過
ぎ
た
だ
け
で
す
。
思
い
も

よ
ら
ず
学
部
長
の
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
が
、
教
授
会
の

構
成
員
や
事
務
職
員
の
方
々
か

ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

本
学
の
学
風
を
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
よ
う
務
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

佐
藤
信
先
生

授
業
で
も
よ
く
言

う
の
で
す
が
、
学
び
に
終
わ
り
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
知
識

は
一
度
得
ら
れ
れ
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
最
先

端
の
情
報
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
将
来
ど
の
よ
う
な
状

況
に
置
か
れ
て
も
、
学
び
の
方
法

を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、
乗
り
越

え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
大
学
は
、
そ
の
学
び
方
を

学
ぶ
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
も
い

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
受
け

身
で
は
だ
め
で
、
主
体
的
に
、
貪

欲
に
、
ひ
た
む
き
に
学
ん
で
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

佐
藤
信
先
生

趣
味
（
民
間
企
業

教授

経済学部長

佐藤　信
さ とう まこと

─
経
営
学
部
の
特
色
は
？

石
嶋
芳
臣
先
生

大
き
な
特
徴
と

し
て
は
、
体
系
的
な
心
理
学
教
育

で
す
。
経
営
学
で
心
理
学
を
重
視

す
る
こ
と
は
海
外
で
は
一
般
的

で
す
が
、
本
学
の
よ
う
に
心
理

学
の
専
任
教
員
を
７
人
程
度
配

置
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
大
学

は
国
内
で
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
海
外
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
備
え
て
、
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
英

語
教
育
を
学
部
創
設
時
か
ら
実

施
し
て
い
ま

す
。加
え
て
、学

部
独
自
に
展
開

し
て
い
る
企
業

研
修
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、研

修
先
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
提
案
ま
で
行

う
高
水
準
の
内

容
で
、事
前
指
導
、実
地
研
修
、事

後
報
告
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。
ほ
ぼ
１
年
間
で

学
生
は
目
に
見
え
て
成
長
し
、
受

け
入
れ
先
企
業
か
ら
も
非
常
に

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
組

織
的
に
は
、
教
員
相
互
、
教
員
と

学
生
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
い
い
の
も

特
徴
の
一
つ
で
す
。

─
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

石
嶋
芳
臣
先
生

今
年
度
か
ら
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
自
分
の

興
味
関
心
や
適
性
な
ど
に
基
づ

き
科
目
間
の
連
動
性
を
意
識
し

て
履
修
計
画
を
た
て
て
も
ら
う

た
め
に
、
５
つ
の
緩
や
か
な
コ
ー

ス
を
設
置
し
、
併
せ
て
、
社
会
や

経
済
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て

科
目
構
成
を
刷
新
し
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
生
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

と
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
ま
で
を
見

据
え
て
、
４
年
間
を
通
し
て
行
う

Ｃ
Ｓ
Ｐ（
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
）を
設
定
。さ
ら
に
、グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
に

英
語
ゼ
ミ
を
開
設
し
、
そ
れ
と
つ

な
が
る
よ
う
に
海
外
総
合
実
習

が
あ
り
ま
す
。
私
の
役
割
は
、
こ

れ
ら
を
軌
道
に
乗
せ
、
教
育
効
果

が
十
分
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
学

内
外
の
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

石
嶋
芳
臣
先
生

大
学
の
４
年
間

で
、
例
え
ば
長
編
小
説
を
じ
っ
く

り
読
む
と
か
、
難
解
な
哲
学
書
や

学
術
書
を
読
み
込
む
と
か
、
あ
る

い
は
夏
休
み
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

の
よ
う
な
海
外
旅
行
を
す
る
と

か
、
簡
単
に
得
ら
れ
な
い
体
験
を

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
そ
の
経
験
か
ら
、
忍
耐
と
感
謝

の
気
持
ち
を
学
び
、
さ
ら
に
別
の

世
界
を
垣
間
見
て
自
分
の
狭
い

価
値
観
を
認
識
し
、
開
か
れ
た
心

を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

石
嶋
芳
臣
先
生

妻
と
買
い
物
を

し
た
り
食
事
を
し
た
り
、
猫
と
遊

ん
だ
り
、ぼ
ー
っ
と
し
な
が
ら
も
あ

れ
や
こ
れ
や
思
索
を
め
ぐ
ら
せ
て

い
ま
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
時
間

が
あ
る
と
き
は
編
み
物
を
し
ま

す
。
編
み
物
を
や
っ
て
い
る
時

は
他
に
何
も
考
え
な
い
で
没
頭

し
ま
す
。

石
嶋
芳
臣
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
愛
す
る
と
い
う
こ
と
』
エ
ー
リ

ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
著
（
紀
伊
國
屋
書

店
）、『
パ
パ
ラ
ギ
』
エ
ー
リ
ッ

ヒ
・
シ
ョ
イ
ル
マ
ン
著
（
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
文
庫
）

主体的なおかつ貪欲に
学び方を学んでほしい

教授

経営学部長

石嶋 芳臣
いし じま よしおみ

で
営
業
職
だ
っ
た
と
き
は
読
書

が
趣
味
と
い
え
た
）
が
本
業
に
な

っ
た
よ
う
な
身
で
す
か
ら
、
休
日

と
平
日
の
区
分
が
あ
ま
り
な
い

の
で
す
が
、
あ
え
て
言
う
な
ら
将

棋
観
戦
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
信
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
組
織
の
盛
衰
』堺
屋
太
一
 著（
Ｐ

Ｈ
Ｐ
文
庫
）：
営
利
・
非
営
利
組

織
を
問
わ
ず
、
な
に
が
契
機
と
な

っ
て
組
織
が
伸
張
す
る
の
か
、
ま

た
衰
退
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
多

く
の
歴
史
的
人
物
を
引
き
な
が

ら
語
り
ま
す
。
学
生
だ
け
で
な

く
、
組
織
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々

に
お
勧
め
し
ま
す
。

『
つ
な
が
る
読
書
術
』
日
垣
隆
 著

（
講
談
社
現
代
新
書
）：
お
も
し

ろ
く
読
む
─
お
も
し
ろ
い
本
を

選
ぶ
─
こ
と
は
、
仕
事
に
も
、
豊

か
に
生
き
る
た
め
に
も
、
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

６
月
１
日
〜
17
日
の
期
間
、
カ

ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
よ

り
交
換
学
生
14
名
と
引
率
者
２

名
の
受
入
れ
を
行
っ
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
隔
年
で
本

学
協
定
校
で
あ
る
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
と
派
遣
・
受
入
を
交
互

に
行
う
事
業
で
あ
り
、
今
年
度
は

本
学
で
の
受
入
年
度
に
当
り
、
北

海
商
科
大
学
と
受
入
合
同
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
準
備
を
行

っ
て
き
た
。

研
修
は
、
交
換
学
生
が
日
本
語

と
日
本
文
化

に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
で
、

日
本
に
つ
い

て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
よ
う
構
成
さ
れ
、

午
前
中
に「
日
本
語
研
修
」と「
日

本
学
研
修
」
の
講
義
を
受
講
し
、

午
後
に
様
々
な
文
化
体
験
等
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
。

文
化
体
験
等
で
は
、
北
海
道
や

札
幌
市
へ
の
表
敬
訪
問
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
見
学
、

餅
つ
き
・
書
道
・
茶
道
体
験
等
、

体
験
を
多
く
設
け
、
週
末
旅
行

（
函
館
一
泊
二
日
）
で
は
、
藍
染
や

刀
鍛
治
体
験
を
行
い
、
湯
の
川
温

泉
で
の
入
浴
も
含
め
、
日
本
の
伝

統
文
化
に
直
接
触
れ
て
い

た
だ
き
、交
換
学
生
に
は
非

常
に
好
評
だ
っ
た
。

生
活
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
協
力
学
生
達
の
ご

協
力
に
よ
り
、日
本
の
生
活

に
馴
染
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
短
い
滞
在
で
は
あ
っ

た
が
、
交
換
学
生
達
の
努
力
に
よ

り
、
研
修
修
了
時
に
は
、
格
段
に

日
本
語
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て

お
り
、
ま
た
、
見
送
り
に
は
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
交
換
学
生
達

も
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
た
。

最
後
に
本
研
修
を
成
功
裡
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、

教
職
員
・
協
力
学
生
の
多
大
な

る
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の

場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
を
伝

え
た
い
。

交
流
協
定
校
で
あ
る
、
ロ
シ

ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
総
合
大

学
、
シ
ベ
リ
ア
交
通
大
学
、
サ
ハ

リ
ン
大
学
よ
り
本
年
４
月
に
迎

え
入
れ
た
留
学
生
７
名
に
対
し
、

去
る
６
月
19
日
修
了
式
が
挙
行

さ
れ
た
。
修
了
式
で
は
木
村
学
長

よ
り
記
念
品
が
、
寺
田
ロ
シ
ア
協

定
校
専
門
委
員
長
か
ら
は
修
了

証
書
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
、
今

後
も
日
本
語
能
力
を
高
め
、
日
露

両
国
の
架
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。ノボシビルスク総合大学・シベリア交

通大学・サハリン大学の皆さん

茶道体験の様子

交
換
留
学
生

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

修
了
式
挙
行

交
換
留
学
生

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

修
了
式
挙
行

交
換
留
学
生

修
了
式
挙
行

ロシア

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ナ
ダ
・レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

学
生
交
換
受
入
事
業

餅つき体験の様子

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
新
し
い

取
り
組
み
の
た
め
の
環
境
整
備

※詳細は学生部までお問い合わせください。過去
の佳作以上の作品は、学生部･図書館で閲覧できま
す。希望者に、学生部で作品集第8集を配付してい
ます。

第40回学生懸賞論文創作コンテスト募集
【募集部門】
 第１部門　経済・地域経済に関するテーマ
 第２部門　経営・経営情報に関するテーマ
 第３部門　法律・政治学に関するテーマ
 第４部門　言語・文学・文化に関するテーマ
 第５部門　社会環境工学・建築・電子情報工学・
　　　　　 生命工学に関するテーマ
 第６部門　小説・評論（400字詰80枚程度）、
　　　　　 随筆・戯曲（400字詰20枚程度）、
　　　　　 詩（10編程度）、俳句・短歌（15首1組）、
　　　　　 その他（映像・音楽等）
【締切日】  平成27年9月7日（月）
　　　　　 ※例年より提出期間が短くなっています。
【提出先】  学生部事務室
【入選発表】 平成27年１1月上旬
【副賞】
 特　 選　奨励費　  50,000円　 入　 選　奨励費　  30,000円
 佳　 作　奨励費　  10,000円　 努力賞A 図書カード 3,000円
 努力賞B　図書カード　 1,000円
【授賞式】  平成27年1２月上旬

韓国仁荷大学の皆さん
（6月27日）

パラグアイから来た研究生
の高橋深雪氏（左）（7月3日）

学部長
研究科長
に聞く
科長！
学新
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日
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
、
就

職
活
動
生
た
ち
に
と
っ
て
も
大

き
な
山
場
を
迎
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
公
務
員
試
験
も

７
月
後
半
か
ら
２
次
試
験
（
面
接

等
）
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、

そ
れ
に
備
え
て
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
で
も
、
面
接
対
策
セ
ミ

ナ
ー
等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
開
催
し
、
試
験
に
挑
む

学
生
た
ち
を
送
り
出
し
ま
し

た
。現

段
階
で
は
内
定
率
の

（
中
間
）
調
査
時
期
で
は
な
い

た
め
、
詳
細
な
数
字
を
お
示

し
で
き
ま
せ
ん
が
、
学
生
と

日
々
対
応
し
て
い
る
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
職
員

の
感
触
か
ら
、
好
調
で
あ
っ

た
昨
年
度
を
さ
ら
に
上
回
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

９
月
後
半
に
は
、
企
業
の
求
人

等
も
再
び
増
加
す
る
た
め
、
求
人

を
始
め
と
す
る
就
職
情
報
を
迅

速
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
体
制
を
継
続
し
、
学

生
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
企
業
の
採
用
活

動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
き
く
「
後

ろ
倒
し
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
学

生
た
ち
へ
の
就
職
支
援
に
つ
い

て
は
開
始
時
期
を
変
更
せ
ず
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
対
策
講

座
の
開
催
回
数
を
増
や
す
と

と
も
に
、そ
の
内
容
に
つ
い
て

も
充
実
を
図
り
ま
し
た
。さ
ら

に
、業
界
研
究
・
企
業
研
究
に

も
重
点
を
置
き
、学
生
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め
た
結
果
、３

月
初
旬
に
８
０
０
社
を
超
え

る
企
業
を
迎
え
て
開
催
し
た

学
内
合
同
企
業
説
明
会
に
は
、

４
日
間
で
１
０
０
０
名
を
超

え
る
学
生
が
参
加
し
、学
生
１

人
当
た
り
が
回
っ
た
企
業
数

も
約
16
社
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

活
発
な
学
生
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
中
堅
・
中
小
企

業
の
採
用
選
考
が
開
始
さ
れ
、
本

学
学
生
も
積
極
的
に
企
業
の
採

用
試
験
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
大

手
企
業
の
選
考
採
用
も
８
月
１

私
た
ち
文
化
協
議
会
本
部
は

毎
年
、「
地
方
公
演
」
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
企
画
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
方
公
演
と
は
、
文
化

系
サ
ー
ク
ル
で
活
躍
し
て
い
る

様
々
な
人
た
ち
を
文
協
が
ス
カ

ウ
ト
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
総
勢
約
50
人
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
を
形
成
し
、
北
海
道
の
各
地

方
の
小
学
校
や
地
域
の
方
々
に

演
劇
や
バ
ン
ド
演
奏
を
披
露
し
、

普
段
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
文

化
的
な
活
動
に
触
れ
て
も
ら
う

と
い
う
行
事
内
容
で
す
。
１
９
６

２
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
の

地
方
公
演
が
今
年
で
53
年
目
、
更

に
文
化
協
議
会
本
部
が
発
足
し

て
60
年
目
と
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
道
北
の
小
学
校
や
ホ

ー
ル
を
対
象
に
公
演
を
行
い
、
児

童
達
や
先
生
方
か
ら
も
沢
山
の

励
み
に
な
る
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
私
自
身
こ
の
地
方
公
演
に

３
年
間
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
皆
で

一
つ
の
企
画
を
作
り
上
げ
る
経

験
は
、
普
段
の
大
学
生
活
で
は
経

験
で
き
な
い
と
て
も
貴
重
な
経

験
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
以
降
も
地
方
公
演
は
続

く
と
思
い
ま
す
が
、
後
輩
の
皆
さ

ん
に
は
、
今
年
以
上
に
充
実
し
た

地
方
公
演
を
企
画
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

な
く
、
外
の
部
は
清
田
グ
ラ
ン
ド

で
練
習
を
す
る
た
め
、
練
習
時
間

の
確
保
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、

外
で
活
動
し
て
い
る
部
が
冬
の

練
習
の
た
め
に
施
設
を
利
用
す

る
た
め
、
思
う
よ
う
な
練
習
が
で

き
な
い
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
、
中

の
部
活
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
と

い
う
悪
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
個
人
の
意
識
で
は
、
チ
ー
ム

東
北
学
院
大
学
定
期
戦
を
終

え
て
、
東
北
学
院
大
学
の
強
さ
と

い
う
の
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
敗
北
と
い
う
文
字
が
続
く

伝
統
は
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
強
さ
に
は
か
な
わ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
強
さ

の
秘
密
を
北
海
学
園
と
比
べ
ま

す
と
、
施
設
の
問
題
や
個
人
の
意

識
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
施
設
の
問
題
で
は
運
動

を
し
や
す
い
と
い
う
環
境
で
は

育
会
が
主
体
的
に
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
定

期
戦
を
開
催
す
る
に
当
た
り
ま

し
て
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

関
係
者
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
練
習
の
反

省
、
他
校
に
助
言
を
も
ら
い
に
行

く
な
ど
、
人
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
て
い
く

こ
と
で
個
人
の
意
識
は
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
体

第
一
期 

準
備
期（
６
月
〜
）

第
二
期

エ
ン
ト
リ
ー
期

第
三
期

選
考
期

月

4 ～ 6月

7 ～ 9月

7 ～ 9月

10～12月

1 ～ 3月

4 ～ 6月

10～11月

3年

4年

※経団連に未加盟の企業は、一般的な流れに沿わず企業独自に進めます。上記以外に、ミナトコムジュニア（就職活動を終えたばかりの４年生による民間企業希望者向
けアドバイザー）、コムエッグ（公務員試験に合格した４年生による公務員希望者向けアドバイザー）による後輩への支援を実施します。

就職支援スケジュール

●資格取得講座ガイダンス･講座開始
自己分析の開始
就職情報サイトへの
登録

業界・職種研究開始
リクルートスーツ準備

インターンシップの
参加（～２月）

経団連加盟企業の
説明会
エントリースタート

首都圏企業 筆記試験
エントリーシート
提出ピーク

経団連加盟企業の
面接開始・内々定
内定出し開始

●第１回就職･公務員ガイダンス
●インターンシップガイダンス
●学園インターンシッププログラム（GIP）開始
●第２回就職･公務員ガイダンス（キャリアハンドブック配布、ミナトコムの登録）
●職業適性検査 Rー CAP実施（全員）
●職業適性検査 Rー CAP結果説明会（全員）
●夏季インターンシップ
●第３回就職･公務員ガイダンス（進路登録カード配布）
●就活講座開始
●第４回就職ガイダンス･就職講演会
●筆記試験（SPI）対策講座
●学内業界研究会OB･OG訪問
●進路登録カード提出（全員）　●個人面接（全員）

●第５回就職ガイダンス
●面接トレーニング開始
●学内合同企業説明会

●第６回就職ガイダンス
●学内合同企業説明会①

●学内合同企業説明会②

●未内定学生への支援開始

●学習方法ガイダンス
●有料公務員講座開始（～３月）

●秋季学内官庁説明会

●第４回公務員ガイダンス
●公務員模擬試験開始（２月～４月）
●各種公務員試験願書配布開始
●春季学内官庁説明会
●公務員直前ガイダンス
●筆記試験スタート
●面接･面接カード対策ガイダンス 模擬面接開始
●官庁別２次対策ガイダンス
●官庁別２次対策ガイダンス
●秋採用公務員ガイダンス

一般的な流れ 主な行事
民間希望者 公務員希望者 主な行事

２
０
１
５
年
度
の
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
参
加
し
、
２
７

０
の
参
加
チ
ー
ム
の
中
で
、
フ
ァ

イ
ナ
ル
、
大
賞
を
目
指
す
チ
ー
ム

が
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私

た
ち
の
チ
ー
ム
は
大
賞
を
目
指

し
て
毎
日
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

作
品
作
り
は
２
月
か
ら
始
ま
り
、

鉛
筆
で
書
い
て
は
消
し
て
を
繰

り
返
し
て
徐
々
に
作
品
の
形
を

作
り
始
め
て
い
き
ま
し
た
。
日
々

の
練
習
で
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
あ
り
ま
し
た
。
辛
い
こ
と
や
悲

し
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、
そ

れ
が
私
た
ち
を
強
く
し

て
く
れ
ま
し
た
。
時

に
は
誰
か
が
練
習

な
ど
で
辛
く
な
っ

て
し
ま
う
思
い
を

し
た
人
を
、
互
い
に

手
を
差
し
伸
べ
、
鼓
舞
し
合
っ
て

強
い
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
は
大
賞
、
準
大
賞
が
社
会
人

チ
ー
ム
で
し
た
。
若
さ
と
元
気
を

武
器
と
し
た
私
た
ち
学
生
チ
ー

ム
が
そ
の
二
つ
の
賞
を
受
賞
で

き
ず
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

来
年
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
で
は
、
元
気
と
若
さ
を
も
っ
と

強
く
伝
え
、
感
動
を
届
け
、
そ
の

向
こ
う
側
に
あ
る
大
賞
と
い
う

大
き
な
目
標
を
掴
ん
で
い
く
為

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

粋
〜
Ｉ
Ｋ
Ｉ
〜
 代
表

経
済
学
部
経
済
学
科
３
年

佐�

藤�
�

凌�
�
�

文
化
協
議
会
本
部
 本
部
長

経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
４
年

須�

河�
�

賢�
�

哉�

YOSAKOIソーラン優秀賞を受賞した「粋〜IKI〜」

優
秀
賞
受
賞

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

全体説明会

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
第
１
回回

第
２
回

第
２
回

第
１
第
１
回回

第
２
回

第
２
回

第
１
回

第
２
回

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
、
第
１
回
は
６
月
28
日

（
会
場
：
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
第

２
回
は
８
月
６
、
７
日（
会
場
：
豊

平
・
山
鼻
両
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
日
程
天
候
に

恵
ま
れ
、
来
場
者
数
は
合
わ
せ
て

２
８
４
４
名
（
第
１
回
：
９
２
１

名
、
第
２
回
：
１
９
２
３
名
）。
例

年
同
様
、
た
く
さ
ん
の
学
生
や
保

と
な
っ
た
工
学
部
各
学
科
に
よ

る
「
体
験
学
習
」
が
行
わ
れ
、
多

く
の
高
校
生
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
第
３
回
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
９
月
27
日

（
日
）
に
開
催
。
ま
た
、
２
部
（
夜

間
部
）
志
望
者
の
た
め
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
前
日
の
26
日

（
土
）
18
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

事
前
申
込
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
http://

hgu.jp/）、
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
 ０
１
２
０
・
８
６
・
２
２

４
４
）
で
早
め
の
申
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
（
当
日
参
加
も
可
能
で

す
）。こ

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
地
方
都
市
へ
出
向
き
ま
す
。

「
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

護
者
が
来
学
し
ま
し
た
。

全
体
説
明
会
や
教
職
員
に
よ

る
個
別
相
談
会
、
模
擬
講
義
・
実

験
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相
談

会
や
学
内
見
学
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、

フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
レ
ス
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー

ク
ル
Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
の
演
奏
、
東
北

学
院
大
学
と
の
総
合
定
期
戦
の

一
環
と
し
て
「
応
援
団
に
よ
る
エ

ー
ル
交
換
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

保
護
者
対
象
の
説
明
会
で
は
、

受
験
か
ら
入
学
後
ま
で
の
必
要

経
費
、
就
職
活
動
な
ど
学
生
支
援

に
関
し
て
説
明
が
行
わ
れ
、
１
６

８
名（
第
１
回
：
90
名
、
第
２
回
：

78
名
）
の
保
護
者
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
恒
例

と
称
し
、
10
月
３
日
（
土
）
函
館

北
洋
ビ
ル
、
10
月
24
日
（
土
）
帯

広
と
か
ち
館
、10
月
31
日（
土
）旭

川
北
洋
ビ
ル
、
共
に
14
時
よ
り
開

催
で
す
。
学
部
説
明
会
、
保
護
者

説
明
会
の
ほ
か
、「
推
薦
入
試
対

策
講
座
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
翌

日
に
は
、
在
学
生
の
保
護
者
懇
談

会
が
、
９
時
30
分
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
方
公
演

地
方
公
演

地
方
公
演

地
方
公
演

地
方
公
演

53
第　

回

総勢50人のキャラバン隊で公演

ん
は
「
道
内
の
チ
ー
ム
し
か
知
ら

な
か
っ
た
が
、
同
年
代
で
頑
張
っ

て
い
る
全
国
の
選
手
た
ち
を
見

て
、
自
分
も
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
感
想
を
述
べ
た
。

「
地
上
最
速
の
格
闘
技
」
と
い
わ

れ
る
ラ
ク
ロ
ス
だ
が
、
本
学
は
全

員
が
未
経
験
者
。
３
人
も
、
高
校

時
代
は
硬
式
野
球
部
で
、
ほ
か
に

も
元
弓
道
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
て
い
る
。
中
嶋
さ
ん
は
「
ス

タ
ー
ト
地
点
が
皆
一
緒
。
そ
れ
が

部
の
一
番
の
魅
力
」と

話
す
と
、豊
田
さ
ん
は

「
ク
ロ
ス
を
使
っ
て
ボ

ー
ル
を
操
る
と
こ
ろ

と
ス
ピ
ー
ド
感
が
い

い
」、
中
嶋
さ
ん
は
「
ラ
ク

ロ
ス
に
一
発
逆
転
は
な
い
。
４
年

間
頑
張
っ
た
分
、
成
長
で
き
る
」

と
ラ
ク
ロ
ス
の
魅
力
を
語
る
。

練
習
は
週
４
〜
５
回
。
土
日
は

清
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
平
日
は
豊
平

で
の
朝
練
。
昨
年
の
秋
季
リ
ー
グ

で
は
15
年
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た

し
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。
目

標
は
一
つ
。「
今
年
も
全
国
大
会

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
駆
け
て
い
っ
た
。

３
人
と
も

選
抜
メ
ン
バ

ー
を
目
指
し

て
日
々
練
習

を
重
ね
て
き

た
。
結
果
は

最
下
位
に
終

わ
っ
た
が
、
豊
田
さ
ん
は
「
全
国

の
レ
ベ
ル
を
体
験
で
き
て
良
か

っ
た
」、
近
藤
さ
ん
は
「
全
国
か
ら

選
手
が
集
ま
り
、
交
流
が
で
き

た
。
考
え
方
の
違
い
や
、
同
じ
年

数
を
や
っ
て
い
て
も
力
の
差
が

あ
り
、
刺
激
に
な
っ
た
」、
中
嶋
さ

７
月
３
日
か
ら
５
日
、福
岡

県
宗
像
市
で
行
わ
れ
た
第
17

回
ラ
ク
ロ
ス
全
日
本
ユ
ー
ス
選

抜
選
手
権
大
会
の
北
海
道
地
区

選
抜
選
手
団
（
男
子
）
に
、
本
学

の
近
藤
歩
さ
ん
（
経
営
学
部
２

年
）
と
豊
田
真
希
さ
ん
（
法
学
部

２
年
）、
中
嶋
亮
太
さ
ん
（
法
学
部

２
年
）
の
３
名
が
選
ば
れ
た
。

近藤
����

歩
���

経営学部
経営学科２年

豊
��

田
�

真
��

希
�

法学部
政治学科２年

中嶋
����

亮
���

太
�

法学部
政治学科２年

ラクロス部

北
海
道
ユ
ー
ス
選
抜
に
本
学
か
ら
３
名

ラ
ク
ロ
ス

男
　
　
子

（写真左）

（中央）

（右）
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学生学生
活動活動
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東
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期
戦

総
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定
期
戦

対
東
北
学
院
大
学
総
合
定
期
戦

第61回

アメリカンフットボール

弓道（男子）

弓道（女子）

硬式野球

ゴルフ

サッカー

柔道

準硬式野球

少林寺拳法

卓球（男子）

軟式野球

バスケットボール

羽球（男子）
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第61回 対東北学院大学総合定期戦成績

公式種目
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

バレーボール（男子）

バレーボール（女子）

ハンドボール

ボクシング

ラクロス（男子）

ラクロス（女子）

総合

0

0

30
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3
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5

3

3

36

0

12

11

14

公式種目
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

硬式庭球（男女）

羽球（女子）

卓球（女子）

7

2

1

7

3

4

オープン種目
試合結果

北　海
学園大

東　北
学院大

市中パレード

体育会本部 幹事長

横
� �

山
� �

卓
� �

実
�

経営学部
経営学科４年

バ
ト
ン
の
練
習
の
ほ
か
に
月
２
、

３
回
、
バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
た
り
、
腕
や
足
の
強
化
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
る
。「
大
学

の
勉
強
と
両
立
し
な
が
ら
、
世
界

選
手
権
に
も
出
場
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

ま
た
、
指
導
者
の
ラ
イ

セ
ン
ス
取
得
に
向
け
て
勉
強
し

て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
す
。

進
士
さ
ん
の
活
躍
を
全
学
だ

け
で
な
く
、
同
窓
会
も
応
援
し
て

い
る
。

シ
ニ
ア
部
門
に
出
場
し
た
本
学

経
済
学
部
１
年
の
進
士
笑
さ
ん

が
日
本
代
表
選
手
に
認
定
さ
れ
、

８
月
５
日
〜
９
日
に
カ
ナ
ダ
で

行
わ
れ
た
大
会
に
出
場
し
た
。
カ

ナ
ダ
へ
出
発
す
る
前
日
、進
士

さ
ん
は「
全
日
本
で
の
入
賞
は

初
め
て
で
嬉
し
か
っ
た
。イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
は
、

二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
練
習

今
年
３
月
、
さ
い
た
ま
市
で
行

わ
れ
た
第
40
回
全
日
本
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
第

８
回
Ｗ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
日
本
代
表
選
考

会
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ペ
ア
・

の
成
果
を
発
揮
し
、
笑
顔
で
演
技

し
た
い
」
と
話
し
た
。

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
と
は
、

バ
ト
ン
技
術
に
バ
レ
エ
や
体
操

の
要
素
を
組
み
入
れ
て
音
楽
を

表
現
す
る
競
技
。
競
技
人
口
は

年
々
増
え
て
お
り
、
日
本
は
世
界

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力
を

も
っ
て
い
る
。
小
学
１
年
か
ら
こ

の
競
技
を
始
め
た
進
士
さ
ん
は
、

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
日
本
代
表
に

インターナショナルカップ代表
の進士笑氏（右）と関戸由奈氏

経
済
学
部
１
年

進�
�

士�

笑�
�

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

就
職
情
報
速
報

オ ープンキャ ン パ ス 来 場 者 数 の 推 移
2013年

2014年

2015年

第 1回・第 2回

第 1回・第 2回

第 1回・第 2回

第 3回

第 3回

2875

2848

2844

926

880
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函
館
・
帯
広
・
旭
川
で

ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

就職活動 好調な滑り出し


